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ようこそ！！「砂の美術館」へ

詳しくは 2 ページをご覧ください。

目指せ!　山陰海岸ジオパーク

日本海形成のダイナミズムを体感
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とっとり市報 No.1020

今月の表紙

ようこそ！！「砂の美術館」へ

　因幡の白ウサギをモチーフにしたキャラクター「チ
ャールズ」君が、市役所を訪れ、竹内市長を表敬訪問
しました。つぶらな瞳と背の高い帽子がとても愛らし
いチャールズ君は、白亜の洋館を舞台に繰り広げられ
る美しい四姉妹と素敵な仲間たちの物語「とっとり山
の手物語　華

はな

貴婦人」に登場するキャラクターの一人。
洋館で働くファンファーレ隊の隊長です。梨やらっき
ょうなど鳥取の特産品が大好きで、中でもハタハタの
お寿司が一番の大好物です。イギリスの衛兵をイメー
ジしたその姿を活かし、砂の美術館第 5 期展示「砂で
世界旅行・イギリス」のＰＲを行うことが決まりました。
　表敬訪問中、「とっとり山の手物語」実行委員会代表
の福

ふく

嶋
しま

登
と み こ

美子さんは「砂の美術館のＰＲのお手伝いが
したい」と抱負を述べ、竹内市長も「まさにチャール
ズ君の出番。4 月 14 日のオープニングにも登場してい
ただき、今後も大いに活躍してほしい」と期待を込め
ました。
※砂の美術館について詳しくは4ページをご覧ください。

問 鳥取砂丘・ジオパーク推進室 0857-20-3036

チャールズ君が砂の美術館の PR をお手伝い

とっとり市報
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市政への提言

Vol.1

□対談者　東日本大震災を契機に鳥取市に
　　　　　移住された山根貴

たかひろ

裕さん・直
すなお

さん

　　　　　　　ご夫妻
□場　所　旧勝谷小学校（鳥取市鹿野町宮方）
□対談日　平成 24年 2月 29日（水）

世界に通用する芸術家100人を育てたい

鳥取市を語る

市
長　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
昨
年
の
春
、

貴
裕
さ
ん
の
故
郷
で
あ
る
気
高
町
に
戻
ら
れ
、
鹿

野
町
の
廃
校
を
利
用
し
た
ア
ト
リ
エ
で
創
作
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
活
動
内
容
な
ど
や
鳥
取
の

印
象
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
根
（
貴
）　

一
人
一
教
室
を
お
借
り
し
て
い
る

ん
で
す
が
、
こ
う
い
う
開
放
的
な
場
所
で
、
シ

ン
プ
ル
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
突
き
詰
め

な
が
ら
制
作
に
打
ち
込
め
る
の
で
と
て
も
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鹿
野
町
は
自
然
と
歴

史
が
共
存
し
て
い
る
素
敵
な
ま
ち
で
す
ね
。「
い

ん
し
ゅ
う
鹿
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
方
々

と
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
や
子
ど
も

た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

山
根
（
直
）　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
東
京

都
内
へ
通
学
し
て
い
た
の
で
、
人
工
物
の
中
に
自

分
が
い
て
無
意
識
の
う
ち
に
い
ろ
ん
な
も
の
に
影

響
さ
れ
、
ノ
イ
ズ
が
入
っ
て
き
て
た
ん
だ
と
、
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
の
中
で
の
生
活
は
、
視

点
が
ク
リ
ア
に
な
り
、
自
分
に
素
直
に
向
き
合
っ

て
制
作
で
き
ま
す
。

市
長
　
自
然
と
溶
け
合
い
な
が
ら
、
人
と
人
と

の
絆
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
鳥

取
の
良
さ
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
鳥
取
市

に
来
ら
れ
て
か
ら
、
創
作
内
容
な
ど
に
何
か
変

化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

山
根
（
直
）　

以
前
は
、
自
分
自
身
の
中
の
生
と

死
を
テ
ー
マ
に
描
い
て
い
た
ん
で
す
が
、
大
震

災
を
経
験
し
、
鳥
取
へ
来
て
か
ら
は
少
し
離
れ

た
視
点
で
客
観
的
に
描
い
て
い
ま
す
。
人
間
が

死
ん
で
生
き
て
生
き
て
死
ん
で
き
た
中
で
、
先

祖
代
々
か
ら
の
伝
統
や
文
化
を
引
き
継
ぎ
、
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
土
地
で
、
私
自
身
が
変

わ
り
ま
し
た
。
昔
か
ら
名
作
と
言
わ
れ
る
も
の

は
戦
争
と
か
災
害
と
か
人
が
傷
つ
い
た
と
き
に

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
作
品
が
、
つ
ら

い
こ
と
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち

の
心
の
中
の
癒
し
に
な
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
制

作
し
て
い
ま
す
。

市
長　

鳥
取
市
が
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、

芸
術
文
化
の
振
興
は
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
地
域
に
対
し
て
注
文
や
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
れ
ば
ど
う
ぞ
。

山
根
（
貴
）　

超
一
流
と
呼
ば
れ
る
作
家
の
作
品

が
見
ら
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
美
術
館
）
が
地
元

に
な
い
の
は
、
寂
し
い
で
す
ね
。
本
物
に
触
れ
る

機
会
っ
て
本
当
に
大
切
な
ん
で
す
。

　

僕
は
、
鳥
取
か
ら
僕
も
含
め
て
世
界
に
通
用

す
る
一
０
０
人
の
芸
術
家
を
育
て
た
い
と
い
う

夢
を
も
っ
て
い
て
、
鳥
取
市
の
た
め
に
お
役
に

立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
何
で
も
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

※
対
談
内
容
を
抜
粋
・
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

鳥
取
市
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

自
分
に
シ
ン
プ
ル
に
向
き
合
っ
て

つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
土
地
で
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平
成
18
年
に
開
館
し
、１
０
０
万
人
を
超
え
る
来
場
者
を
魅
了
し
た「
鳥

取
砂
丘
砂
の
美
術
館
」
が
さ
ら
に
魅
力
ア
ッ
プ
し
、
世
界
初
の
砂
像
展
示

専
門
の
屋
内
美
術
館
と
し
て
、
い
よ
い
よ
４
月
14
日
に
新
た
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

第
二
庁
舎
鳥
取
砂
丘
・

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室 

 

０
８
５
７-

20-

３
０
３
６

の
活
性
化
に
大
き
な
成
果
を
も
た

ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
施
設

が
大
型
仮
設
テ
ン
ト
だ
っ
た
た

め
、
床
面
積
が
狭
小
で
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
に
も
弱
く
、
こ
れ
ま

で
た
び
た
び
入
場
制
限
や
臨
時
休

館
を
行
う
な
ど
多
く
の
課
題
も
抱

え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
さ

ら
に
世
界
に
誇
れ
る
文
化
・
観
光

の
創
造
拠
点
施
設
と
す
る
た
め
、

昨
年
度
か
ら
環
境
整
備
に
取
り
組

み
、
こ
の
た
び
、
世
界
で
唯
一
の

砂
像
展
示
専
門
の
屋
内
美
術
館
と

し
て
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

鳥
取
砂
丘
に

新
た
な
芸
術
・
文
化
の
創
造

　

本
市
は
、
旧
福
部
村
で
始
ま
っ

た
「
砂
像
」
の
取
り
組
み
を
引
き

継
ぎ
、
平
成
18
年
度
に
「
砂
の
美

術
館
」
を
開
館
、
平
成
21
年
度
に

は「
世
界
砂
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
す
る
な
ど
、
砂
像
を
通
じ

た
鳥
取
砂
丘
の
新
た
な
魅
力
を
創

造
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

砂
の
美
術
館
は
、
平
成
22
年
度

の
第
４
期
展
示
で
通
算
来
場
者

１
０
０
万
人
を
突
破
。「
砂
像
の

ま
ち
・
鳥
取
市
」
を
国
内
外
に
強

く
印
象
付
け
る
と
と
も
に
、
地
域

軌 

跡

  

イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ

ン
ツ
エ
を
中
心
に
繁

栄
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス

芸
術
を
テ
ー
マ
に
開

催
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の

作
品
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
砂
像
は
、
あ
ま

り
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の

高
さ
に
来
館
者
を
魅

了
し
た
。

第
１
期
展
示  

H
18
・
11
・
18
〜
H
19
・
1
・
3

「
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」

T
H

E
  
S
A
N

D
  
M

U
S
E
U

M

  

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
世

界
的
に
ア
ジ
ア
が
脚

光
を
浴
び
た
こ
の
年
、

壮
大
で
美
し
い
ア
ジ

ア
の
建
造
物
や
彫
刻

を
モ
チ
ー
フ
に
制
作

展
示
。
な
か
で
も
作

品
「
兵へ

い

馬ば

俑よ
う

」
は
、
そ

の
圧
倒
的
な
存
在
感

に
誰
も
が
驚
嘆
し
た
。

第
２
期
展
示  

H
20
・
4
・
26
〜
H
21
・
1
・
3

「
世
界
遺
産
・
ア
ジ
ア
編
」

  

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
豪

華
絢け

ん

爛ら
ん

た
る
建
造
物
、

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
や
ハ

イ
ド
ン
と
い
っ
た
音

楽
家
た
ち
の
足
跡
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品

を
制
作
展
示
。
リ
ア

ル
で
緻
密
な
作
品
群

に
、
在
日
オ
ー
ス
ト

リ
ア
大
使
も
絶
賛
し

た
。

第
３
期
展
示  

H
21
・
9
・
18
〜
H
22
・
1
・
3

「
砂
で
世
界
旅
行
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
編
」

新
た
な
進
化
を
遂
げ
た

「
鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術
館
」へ

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

特集

新たにオープンする砂の美術館イメージパース
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4.14    1.6
観覧料 ： [ 一般 600 円 / 小中高校生 300 円 ]

2012 2013

第 5期展示
砂で世界旅行・イギリス

～語り継がれる大英帝国の繁栄と王室の誇り～

▲

◆◆ ◆◆

新
生
「
砂
の
美
術
館
」
に

ご
期
待
く
だ
さ
い

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
施
設
は
、
地
下

１
階･

地
上
２
階
、
展
示
面
積
は

約
２
倍
と
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
作
品
数
が
増

加
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
展
示
や
多
彩
な
演
出

が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
ら
が
屋
内

で
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ

か
、
２
階
の
回
廊
か
ら
は
、
鳥
取

砂
丘
も
一
望
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
下
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ワ
イ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
魅
力

あ
る
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
、
砂
像
鑑

賞
後
の
楽
し
み
を
拡
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
チ
ケ
ッ
ト
の
半
券
を

提
示
す
る
と
、
お
得
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
「
砂
美
で
Ａあ

ＲるＵ

ＣこＯ
」
と
い
う
、
中
心
市
街
地
へ

誘
客
を
図
る
サ
ー
ビ
ス
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

新
生
「
砂
の
美
術
館
」
は
、
新

た
な
砂
の
芸
術
・
文
化
を
創
造
し
、

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

輪
が
波
紋
の
よ
う
に
広
が
り
、
つ

な
が
り
合
う
よ
う
な
美
術
館
を
め

ざ
し
ま
す
。

ご来場先着 100 名様に砂の美術館
オリジナルワインまたは砂チョコを
プレゼント！※未成年者は砂チョコになります。

クラシックな移動販売車の美味しいスイー
ツが楽しめる！

「砂像のまち・鳥取市」から世界へ
　悠久の時を経て形成され、今もなおとどまるこ
とのない鳥取砂丘。山陰海岸ジオパークの貴重な
地質遺産である鳥取砂丘に、新しい歴史を刻んだ
のが「鳥取砂丘砂の美術館」です。
　10 万年以上前の「古砂丘の砂」によってつく
られた砂の彫刻「砂像」を、世界で唯一常設展示
する砂像展示専門の屋内美術館で、鳥取でしか体
験できない砂の芸術
に触れることのでき
るエンターテインメ
ントの場として、ま
すます盛り上がるこ
とを期待します。

　　　　鳥取市長　

　　　竹内　功
100万人達成記念セレモニー
（平成22年12月23日）

4月14日（土）9:00オープン！

イギリス人の大道芸人リンゼイ・キャメロン
氏によるバグパイプパフォーマンス！

マフィンや紅茶などイギリス
を代表するお菓子が、オープ
ンカフェでゆっくり味わえま
す。

スコットランドの伝統音楽楽
器バグパイプを使ったストリ
ートパフォーマンスを披露し
ます。

■第5期展示テーマ

「砂で世界旅行・イギリス」
〜語り継がれる大英帝国の繁栄と王室の誇り〜

期　　間　4月14日〜来年1月6日
開館時間　9:00〜 20:00（最終入館19:30）
観覧料　　大人600円　小中高生300円

■オープン初日限定の特典！

■オープン２日間のイベント

■砂の美術館へのアクセス

  

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
豪

華
絢け

ん

爛ら
ん

た
る
建
造
物
、

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
や
ハ

イ
ド
ン
と
い
っ
た
音

楽
家
た
ち
の
足
跡
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品

を
制
作
展
示
。
リ
ア

ル
で
緻
密
な
作
品
群

に
、
在
日
オ
ー
ス
ト

リ
ア
大
使
も
絶
賛
し

た
。

  

ア
フ
リ
カ
に
生
息
す

る
貴
重
な
野
生
動
物

や
、
人
び
と
の
暮
ら

し
、
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
雄
大
な

大
自
然
を
再
現
。
生

命
感
に
あ
ふ
れ
た
作

品
「
ア
フ
リ
カ
の
野
生

動
物
」
は
、
今
も
な

お
人
び
と
の
記
憶
の

中
に
息
づ
い
て
い
る
。

第
４
期
展
示  

H
22
・
4
・
29
〜
H
23
・
1
・
10

「
砂
で
世
界
旅
行
・
ア
フ
リ
カ
」

※周辺道路がた
いへん込み合い
ます。時間に余
裕をもってお出
かけください。
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魅力あふれる新しい大学へ
鳥取環境大学が公立大学としてスタート

特
　
集

魅
力
あ
る
大
学
へ

　

鳥
取
環
境
大
学
は
、
平
成
13
年
４
月

に
公
設
民
営
大
学
と
し
て
開
学
し
ま
し

た
。
し
か
し
近
年
は
、
受
験
生
及
び
入

学
者
が
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
状
況
を

打
開
す
る
た
め
、
本
市
は
鳥
取
県
と
連

携
し
て
、
平
成
22
年
10
月
に
鳥
取
環
境

大
学
改
革
推
進
室
を
新
た
に
設
置
。
教

育
内
容
の
改
革
、
新
た
な
魅
力
づ
く
り

及
び
運
営
体
制
の
改
革
を
柱
と
す
る
総

合
的
な
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

若
者
定
住
で

　

公
立
大
学
法
人
化
に
伴
い
、
近
年
世

界
的
に
関
心
が
高
ま
る
環
境
分
野
へ
必

要
と
さ
れ
る
人
材
を
輩
出
す
べ
く
「
環

境
学
部
」
を
再
編
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
や
企
業
経
営
分
析

な
ど
に
長
け
た
即
戦
力
と
な
る
人
材
育

成
に
重
点
を
お
く
「
経
営
学
部
」
を
山

陰
で
初
め
て
設
置
し
、
大
学
の
魅
力
が

さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
学
部
・
学
科
改
編
な
ど
に

よ
り
、「
鳥
取
環
境
大
学
」
が
魅
力
あ
ふ

れ
る
大
学
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
市
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
学

生
が
転
入
し
「
若
者
人
口
」
が
増
加
す 0

500

1000

1500

2000

2500

3000

H24H23H22H21H20H19H18H17H16H15H14H13

単位 : 人数

936
687

442

924 931

558
361

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

志願者数

469

2695

460
268259298

223149152141185227277312338394 276

入学者数
※H24は入学定員

※H24.3.12 現在

志願者・入学者数の推移

問
い
合
わ
せ
先 

本
庁
舎
企
画
調
整
課 

 

０
８
５
７-

20-

３
１
５
３

　
本
市
は
、
若
者
定
住
の
促
進
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
、
そ
の
一
環
と
し
て

鳥
取
県
と
連
携
し
て
鳥
取
環
境
大
学
の
公
立
大
学
法
人
化
と
特
色
あ
る
教
育
内

容
の
実
現
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
春
、
本
市
と
鳥
取
県
は
公
立
大
学
法
人
が
運
営
す
る
大
学
と
し
て
、

鳥
取
環
境
大
学
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
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若者の夢がかなう
まちへ
　鳥取環境大学は、鳥取市

と鳥取県が設置し、公立大

学法人が運営する大学とし

て新たなスタートを切りま

した。新たな大学には、全

国から多くの学生が集まり、

本市を生活の拠点とし、若

者の新鮮な視点や発想を活かした様々な活動で、地

域を大いに盛り上げてくれるものと考えています。

　本市は、こうした若者の育成や定住をめざし、

まちづくりの基本計画に「若者の夢がかなうまち

プロジェクト」を掲げ、全庁的に取り組んでいます。

若者が地域で活躍できる環境づくりを進め、本市

での生活を通じ、地域への誇りや愛着を深めると

ともに、将来への夢や希望を持ち、未来に向かっ

て活躍していただきたい

と期待しています。

　そして、市民、県民か

ら支持される大学となる

よう、大学や地域と連携

し、さらなる魅力向上に

努めて参ります。

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

若
者
の
増
加
は
、
地
域
に
活
力
や
に

ぎ
わ
い
を
も
た
ら
し
、
若
者
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
画
な
ど
も
期
待
さ
れ
、
地

域
の
基
盤
と
な
る
「
鳥
取
力
」
向
上
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
う
し
た
「
鳥
取
環
境
大

学
」
の
公
立
大
学
法
人
化
の
好
機
を
生

か
し
て
、
地
元
出
身
の
学
生
か
ら
県
内

外
か
ら
転
入
し
た
学
生
ま
で
、
本
市
の

魅
力
を
感
じ
、
快
適
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
、
世
代
な
ど
を
超
え
た

様
々
な
仲
間
に
よ
る
若
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
、
情
報
の
共
有
や
発
信
な

ど
も
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
広

げ
る
た
め
の
留
学
機
会
の
拡
充
や
学
内

ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
設
置
に
よ
る
資
格
取

得
、
さ
ら
に
は
実
践
力
強
化
の
た
め
の

実
学
教
育
の
充
実
な
ど
、
大
学
の
魅
力

づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
で
学
ん
だ
多
く

の
学
生
が
、
大
学
生
活
を
通
じ
、
鳥
取

に
対
す
る
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
は
本
市
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
を
活
性
化

　

本
市
は
、
設
置
者
と
し
て
、
大
学
の

課題に挑戦する
大学へ
　鳥取環境大学は、2001年

に公設民営大学として設立

され、今日まで、環境マイ

ンドを持った1500余名の

人材を社会に送り出し、大

学の大きな使命である人材

育成に貢献して参りました。

11年を経過した今、鳥取市・鳥取県が設置する公

立大学法人として、環境保全と経済発展をバランス

よく考えられる人材を育成し、21世紀の人類の最

大の課題に挑戦する大学へと生まれ変わります。

　学部構成も１学部４学科から、環境学部・環境

学科と経営学部・経営学科の２学部２学科構成に

組織改編を行い、環境学と経営学を教育・研究の

両輪とし、これまで以上に地域への貢献を果たし

ていきます。また、持続可能な循環型社会の実現、

自立する地域社会の発展に責務を果

たすため、サステイナビリティ研究

所に加え、新たに「地域イノベーシ

ョン研究センター」を設け、社会に

役立つ研究に取り組み、その成果を

広く公表して参ります。

理事長兼学長 古
ふる

澤
さわ

　 巖
いわお

 

鳥取で、つながる。
世界を、つなげる。

鳥取市長 竹内　功 

魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
真
に
市
民
、
県

民
に
支
持
さ
れ
る
大
学
と
な
る
よ
う
、

中
期
目
標
（
※
）

を
基
に
鳥
取
県
と
と
も

に
運
営
の
状
況
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

適
切
な
指
導
・
関
与
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
資
源
を
活
か
し
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
観
光
な
ど
を
ビ

ジ
ネ
ス
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た

め
の
方
策
を
考
察
し
、
地
域
と
の
関
わ

り
を
学
び
、
身
近
な
地
域
の
活
性
化
や

新
た
な
地
域
特
有
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
具
現

化
で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

※
中
期
目
標
：
地
方
独
立
行
政
法
人
法
に
基
づ

き
、
公
立
大
学
法
人
が
６
年
間
に
達
成
す
べ
き

目
標
を
法
人
の
設
置
団
体
が
定
め
、
法
人
に
指

示
す
る
も
の
で
す
。

オープンキャンパスでの市長
特別講演（平成23年8月6日）
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う
。
早
く
仲
直
り
し
よ
う
よ
。
朝

は
必
ず
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
な

さ
い
よ
。」

と
、し
つ
こ
い
く
ら
い
言
っ
て
く
る
。

だ
か
ら
、
し
ぶ
し
ぶ
に
、
笑
顔
を

見
せ
る
。
す
る
と
、
お
母
さ
ん
は
、

う
れ
し
そ
う
に
、
私
に
向
か
っ
て

笑
顔
を
見
せ
て
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
る
。
よ
く
分
か
ら

な
か
っ
た
け
ど
、
今
な
ら
、
そ
の

意
味
も
分
か
る
気
が
す
る
。

本
当
に
、
い
つ
何
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
。
い
つ
別
れ
が
来
る

か
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

素
直
に
な
っ
て
、
話
を
し
て
お
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

当
た
り
前
の
事
の
よ
う

に
、
私
の
家
で
は
、
夕

食
は
家
族
そ
ろ
っ
て
食

べ
、
そ
の
日
あ
っ
た
出
来

事
を
話
し
て
い
る
。
そ

ん
な
家
族
と
の
団
ら
ん

は
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
た
。
お
ば
あ
さ
ん

と
お
母
さ
ん
が
作
る
お

い
し
い
夕
食
も
、
温
か
い

夕
食
も
、
す
べ
て
当
た

り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
。

で
も
当
た
り
前
で
は

な
い
の
だ
と
気
が
付
い

た
。
私
は
東
日
本
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
、
家
族
の
大
切
さ
や
、
温

か
い
食
事
が
食
べ
ら
れ
る
事
や
、

命
の
大
切
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と

と
な
っ
た
。

私
に
は
、
温
か
い
家
族
が
側
に

い
る
。
い
つ
も
、
応
援
し
て
く
れ
て

い
る
家
族
が
い
る
。
だ
か
ら
、
言

え
る
時
に
、「
あ
り
が
と
う
」
の
言

葉
を
、
き
ち
ん
と
伝
え
て
、
家
族

と
過
ご
す
時
間
を
、
大
切
に
し
た

い
と
思
う
。

「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
い
つ
も

あ
り
が
と
う
。」
こ
れ
か
ら
は
素
直

に
言
え
る
。

そ
し
て
、
今
生
き
て
い
る
時
間

を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

問い合わせ先　生涯学習課（文化センター内）  0857-20-3363

家
族
の
大
切
さ

桜ヶ丘中学校1年（受賞時）

福
ふく

田
た

 愛
あい

莉
り

 さん

　

青
少
年
育
成
鳥
取
市
民
会
議
で
は
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育

成
を
図
る
た
め
、
昭
和
57
年
か
ら
毎
年
、
小
中
学
生
を
対
象
に
、
家
庭
に

関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
２
７
６
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
（
入
賞
者
は
3
月

号
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。
そ
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
文
を

紹
介
し
ま
す
。

家庭の日作文コンクール

　家庭は、子どもの憩いと安らぎを与え
る場であり、人生に大切な「ものの見方」

「考え方」や「行動のしかた」（基本的生
活習慣）を身につけさせる場です。

　家族の団らんや家族そろっての行事
などで体験を通して子どもたちを心豊
かにたくましく育てましょう。

　善悪の判断や社会のルール、社会生活
のマナーやエチケットは、幼児期から家
庭でしっかり教え（しつけ）ましょう。

　子どものしつけは、親の義務です。

家
庭
は
子
ど
も
の
人
間
形
成
の
基
盤
で
す

毎月第 3 日曜日は「家庭の日」

お
母
さ
ん
は
行
方
不
明
と
な
り
、

後
日
悲
し
い
知
ら
せ
が
あ
っ
た
そ

う
だ
。
こ
の
中
学
生
は
、
前
日
の

夜
に
お
母
さ
ん
と
口
げ
ん
か
を
し

て
し
ま
い
、
仲
直
り
を
ま
だ
出
来

て
い
な
い
ま
ま
だ
っ
た
そ
う
で
、
ず

い
ぶ
ん
後
悔
さ
れ
て
い
た
。

私
も
、
今
ま
で
は
、
さ
さ
い
な

事
で
、
お
母
さ
ん
と
口
げ
ん
か
を

し
て
い
た
。
こ
の
前
も
、
私
の
事

を
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
の
は
分

か
っ
た
が
、素
直
に
「
あ
り
が
と
う
」

が
言
え
ず
口
げ
ん
か
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

い
つ
も
、
お
母
さ
ん
は
、
私
と

け
ん
か
し
た
後
に
、
私
に
、

「
け
ん
か
し
た
ま
ま
で
は
、
気
分
も

悪
い
し
、
後
で
後
悔
し
た
く
な
い

で
し
ょ
う
。
き
ち
ん
と
仲
直
り
し

よ
う
よ
。」

と
言
う
。
そ
れ
で
も
素
直
に
な
れ

な
い
私
に
、

「
明
日
は
来
て
も
、
元
気
で
一
緒
に

い
ら
れ
る
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
い
つ

も
あ
り
が
と
う
。
大
切
な
一
言
だ
け

ど
、
私
は
な
か
な
か
素
直
に
言
う

こ
と
が
で
き
な
い
。

私
は
、
東
日
本
大
震
災
の
こ
と

を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
。
津
波
で
、
家

族
や
親
戚
、
友
達
な
ど
大
切
な
人

を
失
っ
た
人
た
ち
、
流
さ
れ
た
家

族
を
助
け
よ
う
と
し
て
亡
く
な
っ

た
人
た
ち
。
そ
ん
な
様
子
を
見
て

い
る
と
、
思
わ
ず
涙
が
出
そ
う
に

な
っ
た
。

私
と
同
じ
中
学
生
が
、
テ
レ
ビ

で
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
逃
げ
て

い
た
が
、
後
ろ
か
ら
来
た
津
波
で
、
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差別のない社会へ

じ ん
け ん

Vol.383
@
シリーズ

「働く人たちとその家族の笑顔が見たいから」

問い合わせ先　本庁舎人権推進課 0857-20-3143

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
は
？

　

う
つ
病
や
自
殺
予
防
へ
の
取
組

み
だ
け
で
は
な
く
、
働
く
一
人
ひ

と
り
の
人
権
を
守
り
な
が
ら
、
従

業
員
の
働
き
や
す
い
職
場
を
形
成

し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

こ
と
で
、
企
業
の
生
産
性
を
上
げ

る
取
組
み
で
す
。

　

平
成
24
年
秋
頃
に
義
務
化
さ
れ

る
予
定
の
「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
」
で
す
が
、
鳥
取
県
で

も
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
き
て
い
て
、

最
近
で
は
多
く
の
企
業
が
取
組
み

始
め
て
い
ま
す
。
私
は
普
段
多
く

の
人
に
Ｅ
Ａ
Ｐ
（
従
業
員
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
サ
ー
ビ
ス
の
研
修
や

個
人
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
と
お
し
て
、
企
業

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
う
つ

病
予
防
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
、
よ
り

良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
人

間
関
係
改
善
）
な
ど
の
方
法
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
は

人
間
関
係
改
善
が
含
ま
れ
る

　

働
く
人
達
が
ス
ト
レ
ス
だ
と
感

じ
て
い
る
要
因
の
第
１
位
は
人
間

関
係
で
す
。
人
間
関
係
の
改
善
の

た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
「
自

分
の
こ
と
を
知
り
（
自
己
受
容
）

相
手
の
話
を
し
っ
か
り
聴
き
（
他

者
理
解
）
お
互
い
を
尊
重
し
な
が

ら
話
を
す
る
こ
と
」
で
す
。
そ
し

て
最
も
重
要
な
こ
と
は
「
相
手
の

話
を
集
中
し
て
聴
く
」
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
意
識
す
る
だ
け
で
、
私
生

活
で
も
職
場
で
も
よ
り
良
い
人
間

関
係
の
変
化
が
現
れ
て
き
ま
す
。

〜メンタルヘルス対策の中の人権〜

　

全
国
で
は
う
つ
病
に
苦
し
む
人
が
１
０
０
万
人
を
超
え
、
さ
ら
に
予
備
軍

は
３
０
０
～
５
０
０
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
企
業
か
ら
予

防
し
よ
う
と
、「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

る
、
厚
生
労
働
省
認
定
優
良
登
録
相
談
機
関
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
た

い
よ
う
」
代
表
の
松
田
寿
一
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

心
身
共
に
健
康
で
楽
し
く
働
く

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
企
業

側
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　

人
間
関
係
の
改
善
、
ス
ト
レ
ス

軽
減
は
業
務
の
効
率
を
大
き
く
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
長
期
休
職
者
の

減
少
は
、
他
の
人
へ
の
負
担
軽
減
、

退
職
者
の
減
少
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
様
々
な
時
間
や
費
用

の
軽
減
に
役
立
ち
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
企
業
に
は
、「
各
従

業
員
の
存
在
を
認
め
る
力
と
育
成

力
、
企
業
が
継
続
・
存
在
す
る
理

由
と
な
る
目
的
意
識
の
高
さ
」
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
心
身
共
に
健
康
で
楽
し
く
働
け

て
生
産
性
を
上
げ
る
組
織
」
を
作

っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
最
も
必
要
で
基
盤
と
な

る
考
え
方
は
「
企
業
と
し
て
人
権

を
尊
重
す
る
」
こ
と
で
す
。

感
謝
の
反
対
の
言
葉
っ
て
？

　
「
松
田
君
、
感
謝
の
反
対
の
言

葉
を
知
っ
て
い
る
か
？
」
昔
、
お

世
話
に
な
っ
た
人
に
聞
か
れ
ま
し

た
。「
知
り
ま
せ
ん
」と
言
う
と「〝

当
た
り
前
〟
と
い
う
言
葉
だ
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
は
働
け
る
事
、
働
い

て
も
ら
っ
て
い
る
事
に
心
か
ら
感

謝
で
き
て
い
ま
す
か
？
食
べ
物
に

対
し
て
は
ど
う
で
す
か
？
家
族
に

は
？
子
ど
も
に
は
？
友
達
に
は
？

職
場
の
仲
間
に
は
？

　

毎
日
を
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

る
と
「
感
性
」
を
失
っ
て
い
き
毎

日
が
同
じ
だ
と
考
え
、
喜
び
や
楽

し
さ
も
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
当
た
り
前
の
日
々
に

感
謝
し
、
毎
日
を
イ
キ
イ
キ
と
生
活

出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

無料メールマガジン配信中！
もっと詳しく知りたい、いろいろ悩んでいる人へ

「こころが元気になる無料メルマガ」を配信しています。
ホームページよりお申込みしてください。
ツイッターのフォローワーも募集中！

 0857-30-1151
http://www.why-not.co.jp/

松
まつ

田
だ

 寿
とし

一
かず

 さん
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つ
け
て
い
く
な
ど
、
利
用
者
の
個

性
の
把
握
を
最
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
利
用
者
の
み
な
さ
ん
が
、

苦
労
が
あ
っ
て
も
３
カ
月
ほ
ど
で

慣
れ
る
の
は
、
一
昌
さ
ん
ら
職
員

の
根
気
強
く
て
い
ね
い
な
指
導
が

あ
る
か
ら
こ
そ
。
職
場
の
雰
囲
気

は
と
て
も
明
る
く
、
一
つ
の
大
家

族
の
よ
う
で
す
。

　

の
ぞ
み
ハ
ウ
ス
は
「
梨
、
小
豆
、

よ
も
ぎ
な
ど
、
青
谷
町
で
と
れ
る

食
材
を
使
っ
た
美
味
し
い
お
菓
子

を
、
地
域
の
人
た
ち
に
食
べ
て
ほ

し
い
」
と
、
先
の
米
粉
ク
ッ
キ
ー

を
は
じ
め
、
パ
イ
や
シ
フ
ォ
ン
ケ

ー
キ
な
ど
の
お
菓
子
の
製
造
に
力

青
谷
町
の
顔
と
し
て

　

３
月
上
旬
、
障
が
い
者
就
労
支

援
事
業
所
で
生
産
さ
れ
る
菓
子
類

の
コ
ン
テ
ス
ト
「
ス
ウ
ィ
ー
ツ
甲

子
園
」
が
、
兵
庫
県
神
戸
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
市
青
谷
町

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
の
ぞ
み
ハ
ウ
ス
」

は
、
地
元
の
酒
米
を
用
い
た
米
粉

ク
ッ
キ
ー
を
出
展
。
惜
し
く
も
受

賞
を
逃
し
ま
し
た
が
、
素
材
の
甘

さ
を
引
き
出
し
た
ヘ
ル
シ
ー
な
ク

ッ
キ
ー
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
来
場
者

に
も
好
評
で
、
大
い
に
青
谷
町
の

Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
し
た
。

　

の
ぞ
み
ハ
ウ
ス
は
「
障
が
い
者

が
安
心
し
て
一
日
を
過
ご
せ
る
居

場
所
を
」
と
い
う
家
族
の
願
い
を

実
現
さ
せ
る
た
め
、
平
成
20
年
10

月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
設
立
。

地
元
の
作
物
を
活
か
し
た
菓
子
類

の
製
造
・
販
売
、
青
谷
町
総
合
支

所
や
青
谷
駅
の
美
化
活
動
な
ど
、

地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
施
設
の
利
用
者

は
17
人
。
年
齢
層
が
20
代
か
ら
50

代
ま
で
と
幅
広
く
、
障
が
い
の
程

度
も
異
な
り
ま
す
が
、「
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
な
こ
と
を
伸
ば
そ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
所
長
の
一
昌

さ
ん
。
作
る
だ
け
の
軽
作
業
か
ら

始
め
、
徐
々
に
で
き
る
こ
と
を
見

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
は
必
ず
参
加
し
て
商
品
を
販

売
。
地
元
の
食
材
を
使
用
し
て
作

っ
た
お
菓
子
は
大
人
気
で
、
い
つ

も
完
売
し
ま
す
。
ま
た
、
ち
ょ
っ

と
し
た
お
遣
い
物
に
の
ぞ
み
ハ
ウ

ス
の
お
菓
子
を
買
う
人
も
あ
り
、

今
で
は
す
っ
か
り
青
谷
町
の
顔
。

「
地
域
の
人
た
ち
は
、
利
用
者
が

ま
ご
こ
ろ
込
め
て
作
っ
て
い
る
こ

と
を
分
か
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」

と
、
一
昌
さ
ん
の
息
子
で
生
活
支

援
員
の
祐
吾
さ
ん
は
、
地
域
と
の

よ
い
関
係
が
築
け
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

居場所を見つけて
生き生きと

シリーズ

121

米粉クッキーの製造作業

のぞみハウス

浦 島　一 昌 さん
Kazumasa Urashima

所長

浦 島　祐 吾 さん
Yugo Urashima

生活支援員
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責
任
と
や
り
が
い
を
実
感

　

の
ぞ
み
ハ
ウ
ス
で
一
番
人
気
の

米
粉
ク
ッ
キ
ー
で
す

が
、
祐
吾
さ
ん
は
「
こ

の
商
品
が
神
戸
の
人

た
ち
に
通
用
す
る
の

か
」
と
い
う
不
安
が

強
く
、
ス
ウ
ィ
ー
ツ
甲

子
園
へ
の
出
展
に
は

消
極
的
で
し
た
。
し

か
し
、
一
昌
さ
ん
を
は

じ
め
、
周
囲
の
支
援

と
、
何
よ
り
の
ぞ
み
ハ

ウ
ス
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
で
出
展

を
決
意
。
本
番
ま
で
の
短
い
期
間

で
、
よ
り
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る

商
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

米
粉
と
小
麦
粉
の
比
率
、
砂
糖

と
塩
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
、
試
作

と
試
食
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
素

材
の
甘
み
を
活
か
し
た
香
ば
し
い

味
と
食
感
を
追
求
。
ま
た
、
一
袋

を
飽
き
ず
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

コ
コ
ア
の
味
を
強
く
し
た
り
、
卵

黄
を
塗
っ
て
光
沢
を
出
し
た
り

と
、
見
た
目
と
味
に
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　
「
利
用
者
の
み
な
さ
ん
は
、
商

品
に
対
す
る
責
任
と
や
り
が
い
を

強
く
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
祐
吾
さ
ん
は
、
よ
い
も
の
を

作
ろ
う
と
み
ん
な
の
気
持
ち
が
一

つ
に
な
っ
た
こ
と
が
、
何
よ
り
の

収
穫
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

生
き
生
き
と
で
き
る
場
所

　

の
ぞ
み
ハ
ウ
ス
は
、
よ
り
よ
い

も
の
を
作
る
た
め
に
商
品
の
開
発

と
改
良
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

最
近
完
成
し
た
「
二
十
世
紀
な
し

ち
ょ
こ
れ
ぇ
と
」
は
、
低
温
で
じ

っ
く
り
と
焼
き
上
げ
旨
味
を
凝
縮

し
た
梨
と
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
甘

さ
が
上
手
く
マ
ッ
チ
。「
甲
子
園

で
も
入
賞
を
狙
え
る
か
も
」
と
、

一
昌
さ
ん
は
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　

一
昌
さ
ん
ら
は
「
利
用
者
あ
っ

て
の
の
ぞ
み
ハ
ウ
ス
」
と
謙け
ん
そ
ん遜
し

な
が
ら
も
、
お
菓
子
づ
く
り
や
販

売
を
通
し
て
、
個
性
を
大
切
に

し
な
が
ら
自
立
を
支
援
し
て
い
く

役
割
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
ま

す
。
そ
の
分
、
利
用
者
の
み
な
さ

ん
が
「
の
ぞ
み
ハ
ウ
ス
が
私
の
職

場
」
と
、
家
庭
や
地
域
の
中
で
胸

を
張
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
、
誰
よ

り
も
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

の
ぞ
み
ハ
ウ
ス
の
お
菓
子
は
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
利
用
者
の
み
な

さ
ん
と
、
そ
れ
を
支
え
る
職
員
の

み
な
さ
ん
の
愛
情
が
た
っ
ぷ
り
注

が
れ
た
、
や
さ
し
い
味
が
し
ま
す
。

《4 月の番組ガイド》

手話番組『手話でコミュニケーション』【放送】毎週日・月

　ニュースや話題、行事、お知らせを手話や字幕で
紹介します。

情報をお寄せください！
　いなばぴょんぴょんネット  0857 ー 22 ー 6111
※放送予定は予告なく変更することがあります。
　番組の放送時間は、ホームページでも紹介しています。
　http://www.inabapyonpyon.net

いなば

ぴょんぴょんネット

農業番組『いなばアグリタイム』【放送】毎週水・木

　春を迎え稲作の準備が始まった様子や、「とっと
りふるさと就農舎」、「子ども農業塾」などの話題を
お送りします。

地域情報番組『とっとりウオーキング』【放送】毎週日・月

　入学式や入園式の様子や各地の春のまつりなどを
紹介します。

鳥取市行政番組

いなばぴょんぴょんネット
自主制作番組

デジタル 11ch   デジアナ 2ch

　静止画文字情報
　『鳥取市からのお知らせ』【放送】毎週水・木・金・土

イベント・募集・相談などの
各種お知らせを、文字画面と
音声でご案内します。

　鳥取市の施策や事業の取り組み状況、各種行事、お
知らせを紹介します。

【話題・特集】
▷「砂の美術館」オープン
▷鳥取環境大学入学式
▷春の鳥取砂丘一斉清掃
▷鳥取市消防団入団式

　『こんにちは鳥取市です』【放送】毎週金・土

昨年の春の鳥取砂丘一斉清掃

生活情報番組『ぴょんぴょんワイド』【放送】毎週火

　子育てや健康をテーマに、暮らしに役立つ情報や
話題をお届けします。

のぞみハウスで製造された商品

※番組の放送時間や内容はホームページまたはデジタル放送の電子番組表
　（EPG）をご覧ください。

　ケーブルテレビ局では地上デジタル放送をアナログ方式
に変換して各家庭にお届けする「デジアナ」変換サービスを
実施しています。ケーブルテレビに加入されていれば、アナ
ログテレビで地上放送が視聴いただけます。
　詳しくは、ご加入のケーブルテレビ局にお問い合わせくだ
さい。

　「デジアナ変換」サービス実施中
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３
月
１
日
（
木
）、
佐
治
歴
史
民
俗
資
料
館

で
、
地
区
公
民
館
事
業
の
民
俗
行
事
体
験
で
、

ど
ん
菓
子
（
お
い
り
）
づ
く
り
の
実
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
佐
治
小
学
校
１
、２

年
生
の
児
童
は
、
初
め
て
み
る
機
械
に
不
思

議
が
り
な
が
ら
も
、加
熱
に
よ
り
「
ど
ー
ん
！
」

と
い
う
大
き
な
音
と
と
も
に
お
米
が
大
き
く

膨
ら
む
様
子
を
、
耳
を
手
で
ふ
さ
ぎ
な
が
ら

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
で

き
た
て
の
ど
ん
菓
子
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お

ば
り
な
が
ら
、「
お
米
が
こ
ん
な
に
な
る
な
ん

て
び
っ
く
り
し
た
」、「
で
き
た
て
は
熱
い
け

ど
お
い
し
い
」
と
、
家
で
は
体
験
で
き
な
い

桃
の
節
句
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

桃
の
節
句
で
「
ど
ー
ん
！
」

佐
治
町
福
園

高
く
高
く
積
み
上
げ
ろ

３
月
３
日
（
土
）、
商
栄
町
団
地
卸
セ
ン
タ
ー

会
館
で
行
わ
れ
た
感
謝
祭
で
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
早
積
み
競
争
が
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン

ト
に
訪
れ
た
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
記

録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
挑
戦
者
た
ち
は
、
包

装
紙
の
微
妙
な
凹
凸
に
大
苦
戦
。
誰
よ
り
も

高
く
積
み
上
げ
よ
う
と
一
生
懸
命
に
取
り
組

み
ま
し
た
が
、
中
に
は
高
く
積
み
上
げ
一
等

賞
を
目
前
に
し
な
が
ら
倒
れ
て
し
ま
う
場
面

も
。
観
客
も
思
わ
ず「
あ
ー
」っ
と
声
を
あ
げ
、

会
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
競
技
を

終
え
た
子
ど
も
は
、「
最
後
に
倒
れ
て
し
ま
っ

て
残
念
賞
で
す
」
と
、
悔
し
が
り
な
が
ら
も
、

白
熱
し
た
競
争
を
楽
し
め
た
様
子
で
し
た
。

商
栄
町

子
や
孫
の
健
や
か
な
成
長

を
託
す
麒
麟
獅
子
舞

　

３
月
11
日
（
日
）、
県
内
最
古
の
獅

子
頭
が
伝
わ
る
国
府
町
岡
益
の
稲
荷

神
社
で
春
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
、
麒き

麟り
ん

獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

頭
に
１
本
の
角
を
持
つ
麒
麟
獅
子

は
、
中
国
大
陸
に
伝
わ
る
霊
獣
「
き
り
ん
」
に
由
来
す
る
も

の
で
、
全
国
的
な
神
楽
獅
子
と
は
違
い
、
因
幡
地
方
と
そ
の

周
辺
に
だ
け
伝
わ
る
貴
重
な
獅
子
舞
で
す
。
江
戸
時
代
初
期
、

初
代
鳥
取
藩
主
池い

け

田だ

光み
つ

仲な
か

公
が
広
め
た
と
さ
れ
、
現
在
も

１
４
０
を
超
え
る
獅
子
舞
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
祭
り

で
は
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
願
い
、
獅
子
舞
が
各
戸
を
訪
問
。

　

こ
の
獅
子
に
頭
を
か
ん
で
も
ら
う
と
、
１
年
間
無
病
息
災

で
過
ご
せ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
の

い
る
家
庭
で
は
、
驚
き
の
あ
ま
り
逃
げ
出
そ
う
と
す
る
子
ど

も
を
、
な
ん
と
か
獅
子
に
差
し
出
す
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の

力
く
ら
べ
が
見

ら
れ
、
子
や
孫

の
健
や
か
な
成

長
を
託
す
家
族

が
ほ
ほ
笑
ん
で

見
守
り
ま
す
。

春
の
お
祭
り

は
、
田
の
仕
事

を
始
め
る
前
に

安
全
と
豊
作
を

お
祈
り
し
行
わ

れ
る
も
の
で
、

市
内
各
地
で
春

の
お
祭
り
が
行

わ
れ
る
と
、
や

が
て
農
作
業
に

忙
し
い
季
節
を

迎
え
ま
す
。

国
府
町
岡
益

12とっとり市報 2012.4



　

２
月
29
日
（
水
）
と
３
月
７
日
（
水
）、
気

高
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
で
健
康
維
持
の
た
め

の
運
動
方
法
を
学
ぶ
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ボ
ブ
ス
レ
ー
日
本
代
表
と
し
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
経
験
を
持
つ
小こ

ば
や
し林

竜り
ゅ
う
い
ち一

さ
ん
ら

を
講
師
に
招
き
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
マ

シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
的
な
運
動
方
法

か
ら
、
そ
の
効
用
ま
で
を
学
習
。
参
加
者
は
、

「
腹
筋
を
意
識
し
て
」、「
背
筋
の
場
合
は
体
重

の
50
㌫
の
負
荷
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は

「
健
康
維
持
や
筋
力
づ
く
り
に
活
用
し
た
い
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
か
ら
学
ぶ
健
康
づ
く
り

気
高
町
浜
村

　

３
月
14
日
（
水
）、
鳥
取
市
の
中
心
市
街
地

若
桜
街
道
に
新
た
な
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
の
名
は
「
こ
む
・
わ
か
さ
」。

１
０
０
円
パ
ン
や
惣
菜
、
農
作
物
な
ど
を
販

売
す
る
ほ
か
、
カ
フ
ェ
や
交
流
ス
ペ
ー
ス
も

設
け
ら
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

世
代
を
超
え
た
交
流
が
生
ま
れ
る
場
所
と
し

て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
を

待
ち
わ
び
て
い
た
人
た
ち
が
列
を
な
す
中
、

地
元
の
小
学
生
ら
が
記
念
の
く
す
玉
を
割
り
、

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
。
お
気
に
入
り
の
パ
ン

や
新
鮮
な
野
菜
を
買
い
求
め
る
人
た
ち
で
に

ぎ
わ
い
、
初
日
か
ら
大
忙
し
の
店
内
と
な
り

ま
し
た
。

新
た
な
に
ぎ
わ
い
拠
点
が
誕
生

若
桜
町

　

３
月
10
日
（
土
）、
賀
露
地
区
公
民
館
で

ピ
ザ
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
湖
東
中
学
校
新
２

年
生
の
生
徒
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
生
地

作
り
は
初
め
て
で
、
イ
ー
ス
ト
菌
で
膨
ら
ま

せ
た
生
地
の
感
触
に
「
赤
ち
ゃ
ん
の
ほ
っ
ぺ

た
み
た
い
」
と
感
激
し
ま
し
た
。
エ
ビ
や
し

め
じ
な
ど
、
お
好
み
の
具
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
、

香
ば
し
い
香
り
と
と
も
に
焼
き
上
が
り
。
味

に
も
大
満
足
で
、
学
校
や
地
域
活
動
で
の
出

来
事
を
話
題
に
会
話
も
弾
み
ま
し
た
。「
行
事

は
楽
し
い
か
ら
参
加
し
ま
す
」、「
楽
し
い
思

い
出
は
一
つ
で
も
多
い
方
が
よ
い
の
で
、
参

加
者
大
募
集
で
す
」
と
、
地
域
活
動
に
対
す

る
思
い
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
で
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り

賀
露
町
南
五
丁
目

　

３
月
11
日
（
日
）、
河
原
町
勤
労
者
体
育
館

で
「
河
原
町
子
ど
も
会
育
成
卓
球
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
３
人
１
組
で

チ
ー
ム
を
組
み
、
小
学
生
18
チ
ー
ム
、
中
学

生
３
チ
ー
ム
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て

対
戦
し
ま
し
た
。
ミ
ス
を
し
な
い
よ
う
着
実

に
返
球
し
得
点
を
ね
ら
う
子
ど
も
や
、
大
人

顔
負
け
の
鋭
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
決
め
る
子
ど

も
な
ど
、
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
は
様
々
で
す
が
、

み
ん
な
が
寒
さ
に
負
け
ず
元
気
い
っ
ぱ
い
に

プ
レ
ー
。
額
に
汗
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
小
学
生
は
佐
貫
Ａ
チ

ー
ム
、
中
学
生
は
散
岐
女
子
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。

よ
い
汗
キ
ラ
リ
！
卓
球
大
会

河
原
町
曳
田
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中央保健センター
　BCG・ポリオなど
　　  0857-20-3191
　乳幼児健康診査など
　　  0857-20-3196
保健医療福祉連携課
　がん検診など
　　  0857-20-0320
国府町総合支所市民福祉課
　　  0857-39-0557
福部町総合支所市民福祉課
　　  0857-75-2813
河原町総合支所市民福祉課
　　  0858-76-3113
用瀬町総合支所市民福祉課
　　  0858-87-3781
佐治地区保健センター
　　  0858-89-1024
気高町総合支所市民福祉課
　　  0857-82-3159
鹿野町総合支所市民福祉課
　　  0857-84-2013
青谷町総合支所市民福祉課
　　  0857-85-0012
中央地域包括支援センター
　　  0857-20-3456
こやま地域包括支援センター
　　  0857-32-2727
南地域包括支援センター
　　  0858-76-2351
西地域包括支援センター
　　  0857-82-6571

5 月の鳥取地域の健診・予防接種など
ＢＣＧ接種

対象児 下記および生後６カ月未満で未接種の乳児
受　付 13:00 〜 14:00　ところ さざんか会館

と　き 対　象　児
9 日（水）平成 24 年 1 月 16 日〜 31 日生

18 日（金）平成 24 年 2 月 1 日〜 15 日生
※生後 6 カ月までに接種できない場合は、中

央保健センターにご相談ください。

受付 12:50 〜 14:00　ところ さざんか会館
区　分 対　象　児 と　き

6カ月児 平成23年10月生 15日（火）〜17 日（木）
1歳6カ月児 平成22年10月生 22日（火）〜24日（木）

3歳児 平成21年4月生 29日（火）〜 31日（木）

2歳児歯科
および

フッ素塗布

平成22年4月生 10日（木）
12:30〜14:30受付

　携行品：母子手帳、問診票、
　　歯ブラシ、タオル、コップ

離乳食
講習会

※事前にお
　申し込み
　ください。

5〜 8カ月児 14日（月）13:30〜
21日（月）13:30〜

9〜12カ月児 28日（月）13:30〜

乳幼児健康診査

※ 4月分は3月号に
　掲載しています。

健康健康
5 月

ポリオ生ワクチン投与
対象児 下記および生後 90 カ月未満で未接種

の乳幼児
受　付 13:00 〜 14:00　ところ さざんか会館

と　き 対　象　児
2 日（水） 平成 23 年 8 月生（1 回目）

11 日（金） 平成 23 年 7 月生（2 回目）
25 日（金） 平成 23 年 9 月生（1 回目）

子宮頸がん・乳がん検診を受けましょう！

■駐車場について　さざんか会館の駐車場
が満車の場合は、駅南庁舎駐車場（3時
間まで無料）をご利用ください。どちら
の駐車場も駐車券が発行されますので、
受付で提示してください。

●検診の種類
国保特定健康診査、高
齢者健康診査、各種が
ん検診、国保人間ドッ
ク、脳ドック

●受診開始
　7月1日〜
●受診券郵送時期
　6月下旬
●検診機関予約開始
　6月1日〜
問い合わせ先　
保健医療福祉連携課

 0857-20-0320
各総合支所市民福祉課

（  上記参照）

平成24年度特定健診・
各種がん健診のお知らせ

　特定年齢の女性に、子宮頚がん、乳
がん検診の無料クーポン券を5月下旬に
お送りします（6月1日から受診可）。

受けなきゃ、

 損！

問い合わせ先  保健医療福祉連携課 総合健診係  0857-20-0320

無料クーポン券をぜひご利用ください無料クーポン券をぜひご利用ください

今、若い女性が危ない!!
　子宮頸がん、乳がんは、30 ～ 40歳
代の若い世代に多いのが特徴で、年間1
万人以上の女性が、この2つのがんで命
を落としています。がん検診を受けて、

早くがんを見つけて治療をすれば、治
る可能性も高くなります。ぜひ、子宮
頸がん、乳がん検診を受けましょう！

子宮頸がん検診 対象者：20歳以上の女性

　子宮頸がんは、HPV（ヒトパピローマ
ウイルス）の感染が主な原因とされ、20
～ 30歳代に急増しています。
　早期がんでは、症状はほとんど出な
いため、検診が必要です。

　検査は、子宮の下部の細胞をこするだ
けの簡単なもので、痛みも少なく、数
分で終了します。
※子宮全摘出術を受けた人は、原則対
　象外となります。

マンモグラフィ検査（エックス線撮影）
をセットで行います。
※妊娠中、授乳中の人、豊胸術などや
　ペースメーカーを装着している人は、
　原則対象外となります。

乳がん検診 対象者：40歳以上の偶数年齢の女性
（奇数年齢で前年度未受診者は受診可）

　乳がんは、女性ホルモンの刺激を受
けてできる乳腺のがんで、40歳代後半
に最も発生しています。
　女性にできるがんの中で、いちばん多
く、年間4万人が、乳がんになっています。
　検査は、視触診（医師による診察）と

検診の種類 対象年齢（年齢基準日：平成24年4月1日）

子宮頸がん検診 20、25、30、35、40 歳
乳がん検診 40、45、50、55、60 歳

※平成24年度各種がん検診受診券は、
　6月下旬にお送りします。
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  火 災     119
※やむを得ず当番を変更する場

合がありますので、当日の新
聞などでご確認ください。

病院病院
4 月

※当月分と、翌月の７日までの
情報を掲載しています。緊急   救 急     119

事件・事故　110

夜間・休日急患診療所
※内科、小児科の 2 診体制で診療を行います。た

だし小児科は水曜日は休診、日曜日は月 1 〜 2
回診療。

と　き　月 〜  土曜日　19:00 〜 22:00
　　　　日曜・祝休日　  9:00 〜 17:00
　　　　日曜・祝休日　19:00 〜 22:00
ところ　急患診療所 （富安一丁目東部医師会館隣）
問い合わせ先　東部医師会　  0857-22-2782

夜間小児救急当番病院
日・月・火・木・金・土・祝休日 19:00 〜 22:00
水 18:30 〜翌日 8:30

日曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
月曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
火曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
水曜日 生 協 病 院 0857-24-7251
木曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
金曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
土曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

8:30 〜翌日 8:30
4 月

1 日（日）生 協 病 院 0857-24-7251
8 日（日）市 立 病 院 0857-37-1522
14 日（土）赤 十 字 病 院 0857-24-8111
15 日（日）中 央 病 院 0857-26-2271
22 日（日）生 協 病 院 0857-24-7251
29 日（祝）赤 十 字 病 院 0857-24-8111
30 日（振）中 央 病 院 0857-26-2271

5 月 (7 日まで）
3 日（祝）市 立 病 院 0857-37-1522
4 日（祝）生 協 病 院 0857-24-7251
5 日（祝）中 央 病 院 0857-26-2271
6 日（日）赤 十 字 病 院 0857-24-8111

休日救急当番病院

休日急患歯科診療所
と　き　日曜・祝休日　10:00〜16:00　
ところ　東部歯科医師会（富安二丁目 歯科技工専門学校内）  0857-23-3197

休日小児救急当番病院
赤十字病院・生協病院　8:30 〜 17:00
急患診療所　9:00 〜 17:00

4 月
1 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
8 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
15 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
22 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
29 日（祝）赤 十 字 病 院 0857-24-8111
30 日（振）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

5 月（7 日まで）
3 日（祝）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
4 日（祝）生 協 病 院 0857-24-7251
5 日（祝）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
6 日（日）赤 十 字 病 院 0857-24-8111

休日当番薬局
いなば調剤薬局的場店　8:30 〜 17:30
ひまわり薬局　8:30 〜 17:00　フジモト薬局　9:00 〜 20:00
その他の薬局　9:00 〜 17:00　

4 月

1 日（日）
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

8 日（日）
た ん ぽ ぽ 薬 局 西町一丁目 211 0857-37-1920
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

15 日（日）
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

22 日（日）
た ん ぽ ぽ 薬 局 西町一丁目 211 0857-37-1920
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

29 日（祝）
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

30 日（振）
よ つ ば 薬 局 里仁 53-7 0857-30-3300
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

5 月（7 日まで）

3 日（祝）
よ つ ば 薬 局 里仁 53-7 0857-30-3300
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

4 日（祝）
ひ ま わ り 薬 局 末広温泉町 574 0857-21-9691
よ つ ば 薬 局 里仁 53-7 0857-30-3300
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

5 日（祝）
いなば調剤薬局的場店 的場二丁目 71 0857-51-7667
よ つ ば 薬 局 里仁 53-7 0857-30-3300
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

6 日（日）
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

携帯電話カメラのバーコードリーダーで読み込むと市
役所携帯サイトにリンクされます。
トップメニュー→ジャンルから検索→ 2. 夜間・休日
救急診療のあと、ご希望の連絡先を選択してください。

「夜間・休日救急診療」情報は、携帯電話からでもご覧いただけます。
http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/ 

対 　 象　 ▽新1年生：2人　 ▽新5年生：1人
※今年度はその他の学年の募集は行いません。

奨学金の額　月額15万円(年額180万円)
※入学年度の4月のみ、28万2000円(国立大学
　の入学金相当額)を加算します。

応募期間　 ▽新1年生：4月2日（月) ～ 23日(月)

▽新5年生：3月21日(水) ～ 4月23日(月)
※当日消印有効。新5年生の在学証明書について
　は、春休み終了後速やかに提出してください。

面 接 日　5月2日(水)　※都合がつかない場合は別途調整
問い合わせ先　鳥取市立病院 事務局総務課(〒680-8501 的場一丁目1番地)

 0857-37-1522  hp.tottori@hospital.tottori.tottori.jp

鳥取市立病院医師奨学生の募集
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自然エネルギー導入補助制度
問 本庁舎生活環境課  0857-20-3218
　地球の温暖化防止のため、太陽光などの自然エネル
ギーを利用した発電システムなどを設置される市民に
対して、購入費、設置費の一部を補助します。なお、
平成24年度から新規に民生用燃料電池システム（エネ
ファーム）を補助対象とします。

対　象　本市内の住宅などに太陽光発電設備、民生用燃料電
池システム、薪ストーブ、ペレットストーブ、小型
風力発電設備、太陽熱温水器などを設置する市民

※申し込みは、先着順に受け付けています。
※申請書類は、生活環境課および市のホームページ（くらしと

環境→自然エネルギー補助制度）からダウンロードできます。

外来の高額療養費制度の
仕組みが変わります

問 駅南庁舎保険年金課
 0857-20-3487（後期高齢者医療）
 0857-20-3482（国民健康保険）

各総合支所市民福祉課（ 14ページ）

　これまで外来診療で、ひと月の窓口負担が自己負
担限度額を超える医療を受けたとき、いったんその
額をお支払いいただいていましたが、4月から限度額
を超える分を窓口で支払わなくてもよくなります。
■後期高齢者医療の被保険者
　住民税非課税世帯の人は、「限度額適用・標準負担
額減額認定証」を提示すれば、同じ医療機関でのひと
月の窓口負担が8000円までの支払いとなります。「限
度額適用・標準負担額減額認定証」は、保険年金課
23番窓口または各総合支所で申請してください。
　住民税課税世帯の人は、被保険者証のみ提示すれば、
それぞれの自己負担限度額までの支払いとなります。
※認定証を提示せず、限度額以上の支払いをされた場合は、

３カ月後に広域連合から高額療養費の通知が届きます。

■国民健康保険の被保険者
　国民健康保険では、下記認定証などを提示すれば、医療
機関ごとで自己負担限度額までの医療費負担となります。
提
示
す
る
も
の

▷住民税非課税世帯の人
　「限度額適用・標準負担額減額認定証」
▷住民税課税世帯の人
　・70歳未満の人　「限度額適用認定証」
　・70歳～ 74歳の人　「高齢受給者証」

「限度額適用（標準負担額減額）認定証」は、保険年金
課21番窓口または各総合支所で申請してください。
※限度額以上の支払いをされた場合は後日、高額療

養費の支給申請をしていただくと、限度額を超え
た金額を返還します。

鳥取市暴力団排除条例を施行
問 本庁舎総務課  0857-20-3102

　暴力団は、時代の変化に合わせて、恐喝事件やヤミ
金融事件などさまざまな手段で資金獲得活動を行って
おり、市民や事業者の活動が今もなお脅かされています。
　鳥取県では「鳥取県暴力団排除条例」が昨年4月か
ら施行され、警察、行政、事業者、県民が一体となっ
た暴力団排除活動が始まっています。
　本市においては、暴力団の排除を推進し、市民の
安全で平穏な生活を確保するため、「鳥取市暴力団排
除条例」を4月1日から施行しました。この条例では、
暴力団排除の基本理念、市民や事業者の役割、市が
行う施策などを定めています。
　暴力団追放の「3ない運動」を基本に、社会一体と
なった暴力団排除にご協力をお願いします。

●条例の基本理念　暴力団追放の「3ない運動」
・暴力団を利用しない
・暴力団を恐れない
・暴力団に資金を提供しない
を基本として、市、市民、事業者は、互いに連携・
協力して推進する。

●市民・事業者の役割
・暴力団の排除のための活動に自主的に、かつ、

相互に連携及び協力をして取り組む。
・市が実施する暴力団の排除に関する施策に協力する。
・暴力団排除に関係する情報を知ったときは、市

や警察へ知らせる。
・暴力団・暴力団員と密接な交際はしない。

●市が行う施策
・市の事業（公共工事など）から暴力団を排除す

るための措置を講ずる。
・市の施設が暴力団の活動に利用されたり、暴力

団に利益を与えたりしないための措置を講ずる。
・暴力団による犯罪被害を受けないための教育や

青少年に対する教育に対する支援・協力を行う。

■補助対象設備一覧　※高効率給湯器および LED 照明設備については、太陽光発電設備と同時に設置する場合に限る
設備名称 設備概要 補助額

太陽光発電設備 太陽電池による発電設備 太陽電池の最大出力に3万4000円を乗じた額、上限13万6000円
薪ストーブ 薪を燃料として使用するストーブ（※排煙を減少させる構造であること） 設置経費の1/10、上限6万円

ペレットストーブ 木質ペレットを燃料として使用するストーブ 設置経費の1/10、上限4万円
太陽熱温水器 太陽の熱で水を温め貯湯し給湯する蓄熱式の給湯器 設置経費の1/10、上限2万円
(新規補助)民生用
燃料電池システム

都市ガス・LPガスを改質し水素を取り出し酸素と結合し発電
する。排熱を給湯に利用する。 設置経費の1/10、上限20万円

小型風力発電設備 風車の回転運動により発電する設備（※定格出力100W以上） 設置経費の1/10、上限10万円
※高効率給湯器 CO2冷媒ヒートポンプ給湯器、潜熱回収型給湯器、ガスエンジン給湯器であること 設備経費の1/10、上限3万円
※LED照明設備 光源にLEDを使用した照明設備（可搬型の照明器具および光源のみの交換は対象外） 設備経費の1/10、上限3万円
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狂犬病予防は飼い主の義務です！〜飼い犬登録・狂犬病予防注射のお知らせ〜

問 本庁舎生活環境課  0857-20-3216
　平成24年度の飼い犬の登録と狂犬病予防注射は、次
の日程のとおりです。案内状・手数料を持参のうえ、会
場に飼い犬を連れてきてください。
※飼い犬は、生涯に1回登録を行い、毎年１回、4〜6月

の間に予防接種の注射を受ける必要があります。
※平成7年度以降に登録されていない飼い犬は、新規の

登録が必要です。

■手数料
【新規】　登録料＋予防注射料＋手数料　　5,950円
（平成７年度以降に登録されていない、生後91日以上の飼い犬）
【継続】　予防注射料＋手数料　　　　　　2,950円
（平成７年度以降に登録された飼い犬）
※  の飼い犬表示シールは、別途80円が必要です。

●注射の時、犬が暴れる場合があります。必ず、押さえる
ことのできる飼い主が連れて来てください。

●犬同士がケンカをしないよう、十分注意してください。
●ふんの始末などは、飼い主が責任を持って行ってください。
「鳥取市快適な生活環境の確保に関する条例」でふんの放
置は禁止されています。

●体調の悪い犬・病気療養中の犬は獣医などと相談のうえ
後日、注射を受けてください。

注射会場内での注意事項

飼い犬の死亡、住所変更などの連絡
本庁舎生活環境課  0857-20-3216
各総合支所市民福祉課（ 14ページ）

飼えなくなった犬や猫についての相談
東部総合事務所生活安全課  0857-20-3675

【鳥取地域】
実施日 時　間 会　場

4/2(月)

9:30〜 9:40 岩坪公民館
10:00〜10:10 JA神戸ふれあい館
10:20〜10:30 下砂見公民館
10:50〜11:00 大和地区公民館

4/3(火)
9:30〜10:00 面影地区公民館

10:20〜10:50 大杙2区集会所
11:10〜11:30 修立地区公民館

4/4(水)
9:30〜 9:45 明治地区公民館

10:10〜10:25 豊実地区公民館
10:45〜11:00 西里仁公民館

4/5(木)
9:30〜10:20 城北地区公民館

10:40〜11:30 浜坂地区公民館

4/6(金)
9:30〜 9:50 東吉成会館

10:10〜10:30 雲山南団地集会所
10:50〜11:10 大覚寺公民館

4/9(月)
9:30〜 9:50 JA鳥取支店

10:05〜10:20 中吉成集会所
10:40〜11:00 美穂地区公民館

実施日 時　間 会　場

4/10(火)
9:30〜 9:50 賀露7区公民館

10:10〜10:30 賀露6区公民館
10:50〜11:10 千代水地区公民館

4/11(水)
9:30〜 9:40 円通寺児童館

10:00〜10:20 国安集会所
10:40〜10:50 東馬場集会所

4/12(木)
9:30〜10:10 若葉台地区公民館

10:30〜10:50 津ノ井地区公民館
11:15〜11:30 米里地区公民館

4/13(金)
9:30〜10:10 旧岩倉地区公民館跡地

10:30〜11:00 稲葉山地区公民館
4/15(日) 9:00〜11:30 鳥取市役所（本庁舎）

4/16(月)
9:30〜 9:50 湖南地区公民館

10:05〜10:25 JA大郷ふれあい館
10:45〜11:15 松保地区公民館

4/17(火)
9:30〜 9:50 東郷地区公民館

10:10〜10:30 大正地区公民館
10:50〜11:05 高草人権福祉センター

実施日 時　間 会　場

4/23(月)
9:30〜10:00 湖山西地区公民館

（国際交流プラザ）
10:15〜10:45 湖山地区公民館
11:00〜11:20 湖山神社

4/24(火)
9:30〜 9:50 江山人権福祉センター

10:20〜10:40 聖神社駐車場
11:00〜11:20 西人権福祉センター

4/25(水)
9:30〜10:15 美萩野一丁目集会所

10:40〜11:00 末恒地区公民館
（末恒体育館横）

4/26(木)

9:30〜 9:50 大森団地集会場

10:10〜10:20 八幡池スポーツセンター
城北体育館

10:40〜11:10 北園ふれあい会館
※いずれの会場でも受け付けています。

G・W中の市民課の業務案内
問 駅南庁舎市民課 0857-20-3492

市民課（駅南庁舎）
各総合支所

市民課証明コーナー
（本庁舎1階）

4
月

28 日（土）
休業します

平常どおり（8:30〜17:15）
29 日（祝） 休業します
30 日（月） 平常どおり（8:30〜17:15）

5
月

1 日（火）平常どおり（8:30〜17:15） 平常どおり（8:30〜19:00）
2 日（水）平常どおり（8:30〜17:15） 平常どおり（8:30〜19:00）
3 日（祝）

休業します
休業します4 日（祝）

5 日（祝）
6 日（日） 平常どおり（8:30〜17:15）
7 日（月）平常どおり（8:30〜17:15） 平常どおり（8:30〜19:00）

※出生、死亡など戸籍の届出は、休業中でも警備員室（本
庁舎裏側入口）、各総合支所警備員室で受け付けます。

外国人住民のみなさんへ
〜大切なお知らせ〜

問 駅南庁舎市民課
 0857-20-3493  0857-20-3408

7月9日に外国人登録法が廃止され、
新たな在留管理制度が始まります。

　外国人住民についても日本人と同様に住民基本台帳法
の適用対象になります。
　日本人と外国人で構成される世帯でも、世帯全員
が記載された「住民票の写し」などが発行できるよう
になります（外国人登録記載事項証明書は発行できな
くなります）。
対　象　観光などの短期滞在者などを除いた、適法

に3カ月を超えて在留する外国人
※詳しくは、本市ホームページをご覧ください。
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毎月 22 日は「にこにこデー」です
あいさつで あったか ふれあい まちづくり
　4月の活動は、22日に鳥取駅で行います。
※あいさつ運動や心の健康劇な

どの実施については下記問い
合わせ先まで。

問 中央保健センター
 0857-20-3194 ニコニコにっこりあいさつマーク

祝日のごみ収集（鳥取地域）
問 本庁舎生活環境課  0857-20-3217
祝日がごみ収集日にあたる地区は、ごみ収集のスケジュールが変更になります。

月日 可燃ごみ 古紙類 ペットボトル プラスチック 食品トレー・資源ごみ
小型破砕ごみ

4月30日（月） 該当地区は収集します 収集はありません お休みします
5月1日（火） 平常どおり
5月2日（水） 平常どおり

5月3日（木・祝） 該当地区は収集します 該当地区は10日（木）に
振り替えて収集します お休みします

5月4日（金・祝） 該当地区は収集します 該当地区は11日（金）に
振り替えて収集します お休みします

5月5日（土・祝） 該当地区は
収集します 収集はありません

乾電池・蛍光管の収集
　他のごみと区別し、そ
れぞれ別の透明または半
透明な袋などに入れ、4月
2日（月）〜6日（金）の小
型破砕ごみの収集日（鳥取
地域）にごみステーション
に出してください。蛍光
管は購入時のケースに入
れるなど、壊れないよう
にしてください。

4月

※朝８時までに必ずごみを出してください。
※新市域については総合支所だよりをご覧になるか、各総合

支所市民福祉課（  14 ページ）までお問い合わせください。

　　　毎月10日は｢ノーレジ袋デー」
　　　お買い物は「マイバッグ」で！

　ごみステーションは町内会やアパートなどの管理のも
と、住民のみなさんが、お互いに協力し合って利用され
ています。つきましては、ごみ出しのルールとして、ごみ
をきちんと分別していただき、出してはいけないごみを置

ごみステーション利用の際のルールを守りましょう

き去らない、また午前8時までに各地区に定められたごみ
ステーションに出すなど、あらためてごみ出しのルールを
ご確認ください。また、町内会加入、未加入にかかわらず、

「ごみづきあい」をしていただくようお願いします。

協会けんぽ鳥取支部の
健康保険料率が変わります

問 全国健康保険協会鳥取支部  0857-25-0051

　平成24年3月分（4月納付分）から引き上げとなります。
例えば40歳未満の加入者で、平均的な月収（24万円）の保
険料負担額は、年間7200円増え14万3712円となります。

現　行 ▶ 平成24年3月分から
9.48 ㌫ 9.98 ㌫

生ごみ処理機の購入補助制度
問 本庁舎生活環境課  0857-20-3218

　生ごみの有効利用、CO2 削減を目的として、段ボー
ルコンポスト、コンポスト容器などを利用し生ごみ
のたい肥化を行う市民に対して、購入費の一部を補
助します。
対　象　一定期間経過後、使用状況のアンケートに

回答いただける市民
補助額　▷既製品の段ボールコンポストセットまた

は、ピートモス、もみ殻くん炭などの
材料費：1回あたり購入価格の2/3上限
1000円（1世帯4セット/年まで）

▷コンポスト容器、EM菌タイプ容器など
の購入価格の2/3上限4000円（1世帯2
セット／5年間まで）

※申し込みは、先着順に受け付けています。
※申請書類は、市のホームページ（くらしと環境→ごみ

の分別と収集日程→ごみ減量・リサイクルのページ
→生ごみ処理補助制度）からダウンロードできます。

10月1日からレジ袋が有料化
（鳥取県東部地域  スーパーなど10社）

問 本庁舎生活環境課  0857-20-3218

　ノーレジ袋の推進については、平成20年4月から、
スーパーマーケットなどの事業者、市民団体、行政

（県・市町村）の3者で、県内東部・中部・西部ごと
に「ノーレジ袋推進協議会」を設立し、レジ袋削減方
法の検討や、普及活動などを行ってまいりました。
　協議会において、レジ袋削減のための最も有効な
方法として、レジ袋の有料化が検討されてきました
が、このたび、事業者の意見がまとまり、東部地域
のスーパーマーケットなど10社において有料化が実
施されることに決まりました。
　有料化は24年10月1日を予定しています。今後、
有料化を実施する事業者名や、価格などが決定次第、
市報などでお知らせいたします。
　ごみの減量やCO2 の削減のため、ノーレジ袋の推
進にご協力いただき、お買い物はマイバッグ持参で
お願いします。
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個人住宅の小規模リフォームの助成
問 本庁舎建築住宅課  0857-20-3291

対 象 者　・市内在住で、住民登録か外国人登録をし
ている人

	 ・市税などを滞納していない人
対象住宅　・市内に自ら所有し居住している住宅（店舗

兼用住宅は住居部分）
対象条件　・住宅の機能向上や居住環境向上のための

修繕、模様替え、増改築などの工事
・市内に本社を有する施工業者（ 個人事業

者可）を利用すること
・助成金の交付決定後に着手し、年度末ま

でに工事が完了するもの
・工事費が20万円以上（消費税含む）のもの
・住宅改修に関する市の他の制度による助

成を受けないもの
交付金額　工事費の10㌫で上限20万円（ ただし、満

18歳未満の子ども、障がい者、または満
65歳以上の高齢者が同居する世帯は上限
30万円）

交付総額　2000万円
交付件数　交付総額以内で概ね100件程度（応募件数

多数の場合は抽選）
募集期間　4月16日（月）〜5月15日（火）当日消印有効
応募方法　「往復はがき」に、左記の内容をご記入のう

えお申し込みください。
そ の 他　・抽選会終了後、当選者には助成申請など

の各種様式一式を送付します。
・詳しくは、建築住宅課のホームページを

ご覧ください。

往復はがき（表面）

（往信）

記入なし上記【表面】
を参照

50
円

往復はがき（裏面）

（返信）

上記【裏面】
（右半分①〜⑩）

を参照

上記【裏面】
（左半分）

を参照

50
円

【表面】（左半分のみ。右半分は無記入。）
〒680-8571  鳥取市尚徳町116番地
鳥取市都市整備部建築住宅課 行

【裏面】
▷左半分：応募者の郵便番号、住所、氏名
▷右半分：①「鳥取市住宅小規模リフォーム助成希望届」

②住所　③氏名（フリガナ）　④電話番号
⑤住宅所有者名
　※応募者と所有者は同じであること
⑤リフォーム工事の概要  ※簡潔に記載のこと
⑥施工業者名  ※市内に本社がある業者に限る
⑦概算見積額  ※対象は消費税込20万円以上
⑧18歳未満の子ども・障がい者・65歳以
　上の高齢者の有無  ※記入例：「子ども 有」
⑨助成金見込み金額

※概算見積額×10㌫、上限は20万円、⑧が「有」
の場合は上限30万円、1000円未満切捨て

⑩予定工事日程　
※記入例：「平成24年8月着工〜10月

完成」。着工済みは対象外

記　載　要　領

やめよう！自転車の放置
問 本庁舎交通政策室  0857-20-3257
　市営第 1 自転車駐車場  0857-26-6486／市営第 2 自転車駐車場  0857-21-8899

放置自転車は通行する人や災害時の妨げに
なるだけでなく、まちの美観を損ねます。

　放置自転車は年々減少していますが、後を絶ちません。
このため本市では、鳥取駅周辺の自転車放置禁止区域内
に放置している自転車を撤去しています。自転車を利用
する際は、交通ルール・マナーを守るとともに、自転車
を放置しないで自転車駐車場を利用してください。
※放置禁止区域外であっても、歩道などの公共の場所に 7

日間以上放置している自転車は、撤去の対象になります。
※撤去した自転車は、第 1 自転車駐車場に保管します。

撤去保管料は 1050 円です。
■自転車駐車場
　本市では、自転車と原動機付き自転車の専用駐車場と
して、鳥取駅東側高架下に市営第 1・2 自転車駐車場を
設置しています。
　このうち、第 1 駐車場には、21:00 から翌朝 6:30 の
間にも自転車を出し入れできる「夜間コーナー」があり
ます。駐車場の利用方法・料金などについては、駐車場
係員にお尋ねください。

区　　分 駐車期間
使用料  ※10円未満切り捨て

自転車 原動機付自転車
普通駐車 １日１回 105円 158円

定期
駐車

学生など
1カ月 1050円 1570円
3カ月 2620円 3930円

一　般
1カ月 1570円 2360円
3カ月 4200円 6300円

■駐車料金

ＪＲ鳥取駅

若
桜
街
道

国
道

53
号

大
丸

市営高架下
第 1 自転車駐車場

市営高架下
第 2 自転車駐車場

撤
去
自
転
車

保
管
場
所

■：自転車放置禁止区域
ＪＡ会館

鳥取銀行

バスターミナル
風紋広場
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守りたい、地域の絆とみんなの笑顔  自治会（町内会）への加入のすすめ
問 鳥取市自治連合会事務局 0857-20-0100、本庁舎協働推進課 0857-20-3171
　鳥取市には、約 850 の自治会が結成されており、そ
れぞれの自治会で、子どもから高齢者までが安全で安
心して暮らせる地域づくりに、みんなで力を合わせて
頑張っています。
　また、市内 61 の地区公民館を拠点として、まちづ
くり協議会（自治会・各種団体などで構成）が設立さ
れ、地域課題の解決に向けた諸活動を展開しています。
その目的は、その地域で暮らす一人ひとりが「住んで
よかったと誇れる」まちづくりを、行政との協働で実
現することです。
　そのためには、市民の皆様に自治会活動の重要性を
理解していただき、一人でも多く会員となっていただ
くことが大切です。
　そして、あなたが得意とされる分野の活動に参加し
て「あなた自身の生き甲斐づくり」につなげてみては
いかがでしょうか。
　東日本大震災で強く再認識された地域の「絆」は、
一朝一夕で形成されるものではありません。今一度、
地域で共に暮らす一人ひとりのつながりや助け合い・
支えあいの大切さを確認し合いたいものです。

自治会の機能
課題解決
　防災・防犯、交通安全、
高齢者支援、青少年育成、
環境の美化など身近な問
題を解決します。

生活充実
　本市や地域からの生活
に必要な情報を得たり、
親睦行事などに参加した
りすることで、住民意識
が高まり、安心感が生ま
れます。

自治会に加入するには
　お住まいの地域の自治会長（町内会長）にお問い合
わせください。ご不明な場合は、鳥取市自治連合会事
務局まで。
　新たに町内会を設立する場合も同様です。

マンガを活かした「鳥取力」向上に向けて
問 下記参照

　本市は、マンガに関連したイベントを年間を通し
て実施します。市民のみなさんにこれらの情報を知っ
ていただくとともに、イベントに参加していただけ
るよう、お知らせを行っていきます。

■平成24年度に実施する本市の主な取り組み
①谷口ジロー原画展Ⅲ
と　き 11月9日〜14日 ところ ギャラリーそら
②公募ストーリーによるマンガ制作事業
と　き 7月〜8月（公募時期）

内　容 鳥取に関するショートストーリーを全国公募し
てマンガ化

問 本庁舎文化芸術推進課 0857-20-3226
③里中満智子原画展・講演会
と　き 9月〜11月 ところ 因幡万葉歴史館

内　容 里中満智子作品である「天上の虹」や、書籍「恋
歌・万葉集」を紹介した原画展示・講演会

④実写映画「るろうに剣心」ロケ写真展
と　き 7月〜9月 ところ 仁風閣
問 第二庁舎文化財課 0857-20-3367
⑤鳥取環境大学公開講座
と　き 5月 ところ 鳥取環境大学

内　容 里中満智子さんを講師として招き、「まんが文
化」をテーマにした公開講座を開講

問 本庁舎企画調整課 0857-20-3153
⑥鳥取市マンガフェスティバルシンボル砂像（予定）
と　き 9月〜12月 ところ 鳥取駅周辺

内　容 本市を訪れる観光客を歓迎するため、鳥取市内
で行うイベントのシンボルとなる砂像を制作

問 第二庁舎観光コンベンション推進課 0857-20-3227

ひとり親家庭の児童の入学支度金
問 駅南庁舎児童家庭課  0857-20-3465

対 　 象　ひとり親家庭で、平成24年4月に小・中
学校に入学する児童のいる所得税(22年
中)非課税世帯（生活保護世帯は対象外）

支 給 額　1万円／児童1人
受付期間　4月10日（火）～ 27日（金）
必要なもの　・印鑑（認印）

・保護者名義の銀行預金通帳（銀行名・支
　店名・口座番号のわかるもの）

	 ①児童扶養手当を受給している人
		  児童扶養手当証書
	 ②父または母の死亡により遺族年金を
　　　　　　　受けている人
		  遺族年金証書
	 ③上記①、②以外は戸籍謄本が必要と
　　　　　　　なります。
	 　※①、②の場合、戸籍謄本は必要ありません。
　なお、この他にも証明書が必要となる場合があり
ますので、あらかじめお問い合わせください。

水道管に他の管をつなぐことは違法です
問 水道局給水維持課  0857-53-7934
　第二庁舎簡易水道室  0857-20-3246

　井戸水などが水道管へ逆流して、水道水を汚染す
るおそれがありますので、絶対に接続しないでくだ
さい。
　現在接続されている場合は、すみやかに問い合わ
せ先まで連絡してください。

環境清掃

防災訓練
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市公共施設で無線LANが利用できるようになります
問 駅南庁舎情報政策課 0857-20-3872

日本海新聞ふるさと大賞2011　受賞者紹介
問 第二庁舎体育課  0857-20-3371、本庁舎協働推進課  0857-20-3182

　スマートフォンなどの携帯端末の普及に対応した魅
力あるまちづくりと、観光客などの利便性の向上を目
的に、民間事業者と協力し、本市の主要公共施設に公
衆無線LANを整備しています。
　右記の設置施設で、4月から順次利用できるように
なりました。
※利用時間は各公共施設の開所時間で、一定時間無料

で利用できます。
利用するパソコンなどの準備と設
定は利用者にて行ってください。
各施設に掲示の利
用ガイドに従っ て
ください。

設置施設
■市街地エリア
やまびこ館/仁風閣/因幡万葉歴史館/五臓圓ビル/パレットとっ
とり/スペースコモド/若桜街道商店街コミュニティ・キッチン
＆マルシェ「こむ・わかさ」/ふるさと物産館/わったいな/鳥
取市文化センター /福祉文化会館/わらべ館/高砂屋/観光案内
所/道の駅神話の里白うさぎ/鳥取市民体育館/とりぎんバード
スタジアム/美保球場/鳥取市役所本庁/鳥取市役所第二庁舎/
鳥取市役所駅南庁舎/中央図書館/さざんか会館/片原駐車場

■砂丘エリア
鳥取砂丘砂の美術館/砂丘ジオパークセンター／サイクリング
ターミナル砂丘の家

■周辺エリア
青谷上寺地遺跡展示館/青谷和紙工房/かみんぐさじ/さじアス
トロパーク/道の駅清流茶屋かわはら/河原城/流しびなの館/
たんぽり荘/気高町農業者トレーニングセンター /青谷町農業
漁業者トレーニングセンター /鳥取市役所各総合支所（8カ所）

　本市と日本海新聞ふるさと創り事業団、新日本海
新聞社、日本海新聞販売店会の共催により、昨年1
年間でスポーツ振興と地域に貢献されたみなさんを
顕彰する「日本海新聞ふるさと大賞」の受賞者が決ま
りました。

スマートフォン画面イメージ

スポーツ功労賞受賞者
谷
たに

村
むら

萬
まん

吉
きち

さん（用瀬町鷹狩）
　昭和 63 年から行われているマラソンとピクニック
を融合したイベント「もちがせ流しびなマラニック大
会」の実行委員長として尽力、また長年にわたり生涯
スポーツの普及と健康づくりに取り組み、地域振興に
貢献されました。

竹
たけ

本
もと

紀
のり

子
こ

さん（賀露町）
　約 20 年にわたり地元児童への卓球指導をつとめ、
技術力の向上に貢献しました。
　現在も、賀露小学校の卓球指導にあたり、5 年連続
で全国大会に導いています。

山
やま

根
ね

　宏
ひろし

さん（国府町宮下）
　昭和47年から19年間、国府町体育指導委員として
地域住民のスポーツ振興および青少年の健全育成に寄
与し、昭和63年には国府中学校卓球部の指導者とし
て県総体の団体と個人の部において優勝に導くなど、
選手育成にも努めました。

ダイヤモンド電機野球部　　監督：小
こ

谷
だに

泰
やす

之
ゆき

さん
　福岡県で10月に行われた高松宮賜杯第55回全日本軟
式野球大会2部に中国地区代表として出場。全国の強豪
チームと対戦し、準決勝まで勝ちあがり3位入賞しました。

地域貢献賞
中
なか

尾
お

艶
つや

子
こ

さん
　本市の美保地区が地域活性の願いを込めた「美保音頭」
に振り付け指導として参加。地域イベントから始まった
取り組みが評価され、平成22年には韓国清州市ヨンア
ムイルドン住民自治委員会との交流会で披露するなど国
際交流にも貢献しました。「美保音頭」は、公民館や小学
校の行事には欠かせない集団演技になっています。

地
み ん な

域の楽
がっこう

校づくりの会　　代表：中
なか

山
やま

勝
かつ

廣
ひろ

さん
　本市の散岐地区を中心に笹巻きづくり教室や川遊び
などの自然を活かしたイベントを多数企画ほか、地域
住民や世代間の交流にも積極的に取り組んでいます。

八
や

上
かみ

姫
ひめ

の里
さと

実行委員会　　実行委員長：田
た

村
むら

  稔
みのる

さん
　大晦日から元旦にかけて売沼神社境内や周辺沿道を
竹灯篭でデコレーションしたり、八上姫公園の桜のラ
イトアップを設営したりと地元イベントを積極的に企
画支援してきました。

まちづくり・いきいき成
せい

器
き

の会　会長：山
やま

㟢
さき

豪
ごう

太
た

郎
ろう

さん
　地域住民の応援を受けながら、平成20年から保育
園を自主運営しています。その他あいさつ運動や世代
間交流など活動は多岐にわたり、「地域の元気づくり」
をモットーに積極的に活動を展開しています。
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凡例　時＝日時　所＝場所　容＝内容　対＝対象　条＝条件　員＝定員　数＝数量　額＝支給・助成額など　料＝料金
　　　募＝募集期間・方法	 受＝受付　持＝持参するもの	 問＝問い合わせ先

障
が
い
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
精
神
保
健
講
演
会
】

時
4
月
11
日
（
水
）
14:

30
〜
15:

30　

所
さ
わ
や
か
会
館
3
階
多
目
的
室　

容

「
精
神
疾
患
の
理
解
」、
講
師
：
原は

ら

田だ

豊ゆ
た
かさ

ん

（
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

※
お
車
で
お
越
し
の
人
は
、
駅
南
庁
舎
の
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
重
度
障
が
い
（
児
）
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
】

　

平
成
24
年
度
の
重
度
障
が
い
者
（
児
）
タ

ク
シ
ー
利
用
券
（
桃
色
）
を
、交
付
し
ま
す
。

利
用
券
（
初
乗
り
運
賃
相
当
分
）
は
、
月
当

た
り
4
枚
、
申
請
月
か
ら
平
成
25
年
3
月
ま

で
の
月
数
に
応
じ
た
枚
数
を
お
渡
し
し
ま
す

（
4
月
に
申
請
の
場
合
は
、
4
枚
×
12
カ
月

＝
48
枚
）。な
お
、平
成
23
年
度
の
利
用
券（
水

色
）
は
、
4
月
以
降
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

対
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
ま
た
は
療
育

手
帳
Ａ
の
所
持
者
で
、
4
月
時
点
で
平
成
22

年
所
得
に
係
る
所
得
税
が
非
課
税
で
、
か
つ
、

平
成
23
年
度
の
個
人
市
民
税
が
非
課
税
の
人

※
平
成
24
年
7
月
以
降
に
新
た
に
要
件
に
該

当
と
な
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
デ
イ
ケ
ア
（
サ
ロ
ン
）
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
】

容
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
学
習
会
、
相
談

な
ど　

対
精
神
科
通
院
中
の
人
、
人
中
に

出
る
の
が
苦
手
な
人
な
ど

鳥
取
・
東
部
地
区（
鳥
取
・
国
府
・
福
部
）

と　

き

毎
週
火
曜
日 

13:

30
〜
15:

00

と
こ
ろ

さ
わ
や
か
会
館（
富
安
二
丁
目
）

問
い
合

わ
せ
先

駅
南
庁
舎
障
が
い
福
祉
課（
左
記
参

照
）、
国
府
・
福
部
支
所
市
民
福
祉

課（

 

14
ペ
ー
ジ
）

鳥
取
南
部
地
域（
河
原
・
用
瀬
・
佐
治
）

と　

き

毎
月
一
回（
金
曜
日
）※
要
申
し
込
み

と
こ
ろ

開
催
月
に
よ
り
会
場
お
よ
び
時
間

が
異
な
り
ま
す
。

問
い
合

わ
せ
先

河
原
・
用
瀬
・
佐
治
支
所
市
民
福
祉

課（
 

14
ペ
ー
ジ
）

鳥
取
西
部
地
域（
気
高
・
鹿
野
・
青
谷
）

と　

き

毎
月
一
回（
木
曜
日
）※
要
申
し
込
み

と
こ
ろ

開
催
月
に
よ
り
会
場
お
よ
び
時
間

が
異
な
り
ま
す
。

問
い
合

わ
せ
先

気
高
・
鹿
野
・
青
谷
支
所
市
民
福
祉

課（

 

14
ペ
ー
ジ
）

問
駅
南
庁
舎
障
が
い
福
祉
課

 

０
８
５
７-

20-

３
４
７
４

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

 

14
ペ
ー
ジ
）

高
齢
社
会
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
】

容
高
齢
者
自
身
の
生
き
が
い
を
高
め
、
健

康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
を
豊

か
に
す
る
活
動
を
行
う
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

費
を
一
部
助
成　

条
概
ね
60
歳
以
上
の
会

員
30
人
以
上
で
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と

【
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
】

容
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
昼
食
の
提

供
（
週
3
回
ま
で
）　

対
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
心
身
障
が

い
、
虚
弱
な
ど
の
た
め
調
理
が
困
難
な
人　

※
提
供
が
必
要
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
、

身
体
状
況
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

料
1
食
５
０
０
円
（
米
飯
含
む
）　

※
米
飯

な
し
は
４
５
０
円

【
高
齢
者
へ
の
日
常
生
活
用
具
購
入
費
助
成
】

容
一
人
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
が
、
安
全

に
日
常
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に

▽
対
象
商
品
：
電
磁
調
理
器
・
自
動
消
火
器

（
品
目
に
よ
り
数
量
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

対
概
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
な
ど
で
、

認
知
症
ま
た
は
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
防

火
な
ど
へ
の
配
慮
が
必
要
な
住
民
税
非
課
税

の
高
齢
者
世
帯　

額
購
入
額
の
う
ち
、
10

分
の
9
の
助
成
（
品
目
に
よ
り
購
入
額
の
制

限
が
あ
り
ま
す
。）

問
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課

 

０
８
５
７-

20-

３
４
５
３

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

 

14
ペ
ー
ジ
）

春
の
砂
丘
一
斉
清
掃

時
4
月
8
日
（
日
）
9:

15
〜
11:

00

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
。
延
期
は
あ
り
ま
せ

ん
。
実
施
の
有
無
は
当
日
午
前
7
時
に
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。　

所
集

合
：
砂
丘
市
営
駐
車
場
奥
砂
丘
入
口
（
木
製

階
段
を
登
っ
た
と
こ
ろ
）
ま
た
は
オ
ア
シ
ス

広
場

問
鳥
取
砂
丘
美
化
運
動
協
議
会

 

０
８
５
７-

20-

３
１
８
２

歩
こ
う
会
4
月
例
会

時
4
月
8
日（
日
）8:

00
〜
14:

00

容
市
役
所
《
集
合
》
〜
寺
町
〜
内
吉
方
〜

面
影
〜
宇
倍
神
社
〜
池
田
家
墓
所
〜
大
雲
院

〜
市
役
所
《
解
散
》（
歩
行
距
離
約
１
０
・

５
㌖
）

※
弁
当
や
水
筒
、
雨
具
は
各
自
で
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

問
歩
こ
う
会
事
務
局 

 

０
８
５
７-

28-

３
２
８
５

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ゆ
ず
り
合
う  

ゆ
と
り
と
笑
顔  

防
ぐ
事
故

時
4
月
6
日（
金
）〜
15
日（
日
）

◆
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
〜
自
転
車
安

全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
〜

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
本
庁
舎
協
働
推
進
課

 

０
８
５
７-

20-

３
１
７
１

福
　
　
祉

お
知
ら
せ

情 報 ひ ろ ば
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◆
意
見
書
の
提
出

　

準
備
書
に
つ
い
て
、
環
境
保
全
の
見
地
ら

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
提
出
期
間
：
4
月
13
日（
金
）
〜
５
月

28
日
（
金
）　

※
必
着

◆
説
明
会

時
4
月
21
日（
土
）18:

00
〜　

所
河
原
町

中
央
公
民
館  

※
要
申
し
込
み（
準
備
の
都

合
上
、
４
月
18
日（
水
）
ま
で
に
左
記
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

問
鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
生
活

環
境
課
（
〒
６
８
０-

０
０
５
２
鍛
冶
町
１

８-

２
）

 

０
８
５
７-

26-

０
５
３
２

 
０
８
５
７-

29-

２
７
５
９

環
境
影
響
評
価
準
備
書
縦
覧
お
よ

び
説
明
会
の
開
催

容
可
燃
物
処
理
施
設
整
備
事
業
（
仮
称
）

に
関
す
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
を
縦
覧

し
、
説
明
会
を
開
催　

▽
事
業
者
名
：
鳥
取

県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合　

▽
事
業
実
施

区
域
：
河
原
町
山
手
外

◆
縦
覧

時
4
月
13
日（
金
）
〜
５
月
14
日
（
月
）

（
土
日
祝
日
を
除
く
）8:
30
〜
17:

00　

所
鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
生
活

環
境
課
、
鳥
取
県
環
境
立
県
推
進
課
、
市
役

所
本
庁
舎
生
活
環
境
課
、
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
（
東
部
広
域
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
縦

覧
で
き
ま
す
。）

（
意
見
書
提
出
専
用
メ
ー
ル
）

 assess@
east.tottori.tottori.jp

住
民
参
加
型
バ
ス
停
上
屋
　
　
　

整
備
事
業
補
助
金

対
バ
ス
停
上
屋
を
整
備
す
る
町
内
会
（
自

治
会
）
ま
た
は
地
区
会　

額
バ
ス
停
上
屋

1
カ
所
に
つ
い
て
補
助
対
象
事
業
に
要
す
る

経
費
に
3
分
の
2
を
乗
じ
て
得
た
額
（
た
だ

し
１
０
０
万
円
を
限
度
）　

募
6
月
29
日

（
金
）ま
で

問
本
庁
舎
交
通
政
策
室

 

０
８
５
７-

20-

３
２
５
７

平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

容
三
山
口
地
区
お
よ
び
賀
露
地
区
で
地
域

の
伝
統
芸
能
の
継
承
や
地
域
活
動
の
促
進
を

図
る
た
め
、
用
具
や
衣
装
を
新
調

※
こ
れ
は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ

の
助
成
金
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

問
本
庁
舎
文
化
芸
術
推
進
課

 

０
８
５
７-

20-

３
２
２
６

賀露地区の祭り衣装

固定資産税について
■土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
期　間　4月2日(月) ～ 5月31日(木)
　平成24年1月1日現在で所有する資産の評価
額が適正かどうかを、周辺の資産と比較すること
により確認することができます。
縦覧できる人 縦覧できる帳簿
市内の土地の

納税者
土地価格等縦覧帳簿（ 土地の所在、
地目、地積、価格などを記載）

市内の家屋の
納税者

家屋価格等縦覧帳簿（ 家屋の所在、
構造、床面積、価格などを記載）

　縦覧できるのは納税者および同居の家族、納税
管理人、委任状のある人です。免税点未満などの
理由により、固定資産税が課されていない人は縦
覧できません。

■固定資産課税台帳の閲覧
期　間　4月2日(月) ～
　平成24年1月1日現在で所有する資産の課税
内容を確認することができます。

閲覧できる人 対象固定資産
①納税義務のある人
とその同居の家族・
納税管理人

納税義務のある固定資産の
全部

②借地・借家人など 使用または収益の対象とな
る固定資産の部分

③土地・家屋などの
固定資産を処分する
権利を有する人（ 破
算管財人など）

該当する固定資産の全部

※②、③の人は賃貸借契約書などの提示をお願いし
　ます。また、代理人の場合は委任状が必要です。
◇時間はいずれも8:30〜17:15（土・日・祝休日を除く）
※縦覧・閲覧の際には、本人確認のため、運転免
　許証などの提示をお願いします。
※縦覧・閲覧は、駅南庁舎固定資産税課、各総合
　支所市民福祉課で行えます。

■固定資産税の評価額の見直し（評価替え）
　土地・家屋については、資産価格の変動を反映
させるため3年ごとに評価替えを行い、評価額を
適正な価格に見直します。平成24年度は評価替
えの年度にあたるため、新たな評価額を決定し、
原則として3年間据え置くことになります。

問 駅南庁舎固定資産税課  0857-20-3421

国保の加入・喪失の
届け出はお早めに
■国保の加入

必要なもの・健康保険が切れた証明書（扶養家族がい
る場合はその方の名前を含む）　・印鑑

■国保の喪失

必要なもの ・国民健康保険証　 ・職場の健康保険証（扶養家
族がいる場合はその人の保険証を含む）　 ・印鑑

問 駅南庁舎保険年金課 0857-20-3482
	 各総合支所市民福祉課（  14 ページ）
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福
部
砂
丘
温
泉
ふ
れ
あ
い
会
館
の

休
館
日
の
変
更

　

4
月
1
日
か
ら
次
の
と
お
り
休
館
日
を
変

更
し
ま
す
。

・
変
更
前

：

毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
、
12

月
30
日
〜
1
月
1
日
ま
で

・
変
更
後

：

毎
週
木
曜
日
、
12
月
29
日
〜

1
月
1
日
ま
で

問
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課

 

０
８
５
７-

20-

３
４
５
１

第
11
回
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
湖
山
池

時
4
月
15
日
（
日
）
10:

00
〜
14:

30
（
開

会
式
9:

45
〜
、
閉
会
式
14:

30
〜
）　
所

湖
山
池
お
花
畑
ゾ
ー
ン
（
桂
見
）　

容
船
で

の
湖
山
池
周
遊
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

大
会
、
湖
山
池
で
採
れ
る
ア
シ
や
材
料
を

使
っ
た
和
紙
ハ
ガ
キ
作
り
＆
工
作
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、ポ
ニ
ー
ふ
れ
あ
い
体
験
、

他
各
種
ブ
ー
ス
（
飲
食
、
中
央
会
紹
介
、
観

光
紹
介
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
地
域
販
売
、

献
血
な
ど
）

問
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

 

０
８
０-

４
２
６
６-

１
３
５
４

と
っ
と
り
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
　

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
〜
ポ
ー
ル

流
・
四
季
を
感
じ
る
庭
づ
く
り
〜

時
5
月
12
日
（
土
）
13:

30
〜
16:

00
（
開

場
12:

30
）　
所
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
小

鳥
取
砂
丘
自
然
観
察
会

所
鳥
取
砂
丘
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
鳥

取
砂
丘
市
営
駐
車
場
内
）
集
合　

※
車
で
お

越
し
の
場
合
、
市
営
駐
車
場
料
金
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
　
料
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
、

保
険
料
込
み
）　

持
動
き
や
す
い
服
装
、
飲

み
物

※
10
人
以
上
の
団
体
に
限
り
、
平
日
で
も
開

催
可
能
で
す（
要
予
約
）。
ガ
イ
ド
1
人
に

つ
き
５
０
０
０
円
頂
戴
し
ま
す
。

【
鳥
取
砂
丘
「
ジ
オ
も
の
が
た
り
」
の
旅
】

時
4
月
7
日
・
14
日
・
21
日
（
土
）
10:
00

〜
11:

30　

※
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止　

容

ジ
オ
ガ
イ
ド
に
よ
る
鳥
取
砂
丘
の
案
内
、
風

紋
を
作
る
実
験
・
観
察
　
員
各
20
人　

※

先
着
順
（
要
予
約
）、
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
で
の
参
加

【
鳥
取
砂
丘
い
き
も
の
発
見
隊
】

時
4
月
15
日
・
22
日
（
日
）
10:

00
〜

11:

30　

※
小
雨
決

行
、
雨
天
中
止

容
「
砂
丘
の
生
き
も

の
た
ち
に
会
い
に
い

こ
う
！
」
を
テ
ー
マ

に
、
鳥
取
砂
丘
の
植

物
や
昆
虫
を
観
察
　

員
各
20
人　

※
先
着
順
（
要
予
約
）、
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
で
の
参
加

問
鳥
取
砂
丘
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

 

０
８
５
７-

23-

７
６
５
２

（
8:

00
〜
17:

00
受
付
）

 saky@
bes.or.jp

ホ
ー
ル　

容
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
講
演

会
、
講
師
：
ポ
ー
ル
・
ス
ミ
ザ
ー
さ
ん
（
第

30
回
全
国
都
市
緑
化
と
っ
と
り
フ
ェ
ア
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）　
員
５
０
０
人　

※
当
日
先
着

順　

料
無
料

問
緑
の
ま
ち
づ
く
り
オ
フ
ィ
ス
（
第
30
回

全
国
都
市
緑
化
と
っ
と
り
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会
事
務
局
）

 

０
８
５
７-

25-

３
５
０
１

 

０
８
５
７-

27-

８
０
０
５

点
訳
・
音
訳（
朗
読
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
生

時
4
月
26
日
（
木
）
〜
10
月
中
旬
（
8
月

は
お
休
み
）
毎
月
第
1･

3
木
曜
日
10:

00

〜
12:

00　

※
4
月
26
日
（
木
）
は
開
講
式

も
行
い
ま
す
。
　
所
さ
ざ
ん
か
会
館
（
富

安
二
丁
目
１
０
４-

２
）　

▽
点
訳
の
部
：

市
民
活
動
拠
点
ア
ク
テ
ィ
ブ
と
っ
と
り
会
議

室　

▽
音
訳
の
部
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

容
点
訳
（
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
点
字
翻

訳
）・
音
訳
（
視
覚
障
害
者
の
た
め
に
あ
ら

ゆ
る
文
字
情
報
を
音
声
と
し
て
テ
ー
プ
な
ど

に
吹
き
込
み
情
報
を
伝
え
る
）
技
術
を
学
ぶ

初
心
者
講
座
。
運
営
お
よ
び
指
導
：
桑
の
実

会
（
点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
）

員
▽
点
訳
の
部
：
10
人　

※
先
着
順
　
▽

音
訳
の
部
：
定
員
制
限
な
し

料
９
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

問
鳥
取
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

 

０
８
５
７-

29-
２
２
２
８

 http://w
w

w
.tottoricity-syakyo.

or.jp/tvc/

少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

容
青
少
年
の
健
全
育
成
や
非
行
防
止
を
図

る
事
業
に
つ
い
て
の
検
討
お
よ
び
提
言　

▽

任
期
：
1
年　

▽
会
議
の
開
催
：
年
2
回
程

度　

▽
報
酬
：
７
０
０
０
円
／
出
席
1
回

条
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
（
平
成
24
年
4
月

1
日
現
在
）
で
、
平
日
の
会
議
に
出
席
可
能

な
人　

員
2
人
程
度　

募
5
月
7
日
（
月
）

必
着
で
、「
最
近
の
青
少
年
に
思
う
こ
と
」

に
つ
い
て
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
問
い
合
わ
せ
先

ま
で　

※
委
員
は
選
考
の
う
え
決
定

問
生
涯
学
習
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
・
吉

方
温
泉
三
丁
目
７
０
１
）

 

０
８
５
７-

20-

３
３
６
３

 

０
８
５
７-

20-

３
３
６
４

 kyo-gakusyu@
city.tottori.lg.jp

「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」
講
座

【
D
V
防
止
セ
ミ
ナ
ー
〜
D
V
被
害
の
基

礎
と
支
援
者
と
し
て
二
次
被
害
を
与
え
な

い
た
め
に
必
要
な
こ
と
〜
】

時
5
月
11
日
（
金
）
14:

30
〜
16:

30

所
文
化
ホ
ー
ル（
吉
方
温
泉
町
三
丁
目
）

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
便

利
で
す（「
文
化
セ
ン
タ
ー
前
」で
下
車
）。

容
D
V
を
引
き
起
こ
す
要
因
・
心
身
へ
の

影
響
・
二
次
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
心
が
け
る

募
　
　
集

情 報 ひ ろ ば
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消費者被害にあわないために
問 駅南庁舎市民総合相談センター  0857-20-3863

file012  楽しい新生活を送るために

【事例】　大学進学を機に一人暮らしをはじめた。あ
る日、「浄水器を取り付けませんか？」と訪問販売員
が来た。しつこく勧誘する販売員に早く帰って欲し
いし、月々の支払いもわずかだったので契約してし
まった。しかし、冷静に考えると支払い総額は高額
で後悔している。解約することはできるだろうか？

【アドバイス】　事例のケースは訪問販売に該当しま
すので、契約してから8日以内であれば「クーリン
グ･オフ制度」を利用して、無条件で契約を取り消す
ことができます。また8日間を過ぎていても解約で
きる場合がありますので、一人で悩まずに近くの消
費生活センターへ相談するようにしましょう。
　新生活が始まるシーズンは「マルチ商法」「資格商
法」「キャッチセールス」などのトラブルが急増しま
す。慣れない土地での一人暮らしは不安なこともあ
ると思いますが、最寄りの消費生活センターなどの
相談窓口を知っていると「いざ」という時に役に立ち
ますので、事前に確認しておきましょう。

国民年金保険料が
引き下げられます
■平成24年度は、月額1万4980円です
　将来に向けて給付と負担のバランスを図るた
め、平成29年度まで毎年段階的に国民年金保険
料を引き上げています。24年度の保険料は前年度
の月額1万5020円から40円引き下げられ、1万
4980円になります。
　なお、4月中に25年3月までの1年分を一括し
て納める場合は17万6570円となり、毎月納付し
た場合に比べて3190円の割引になります。
※納付書（一括払い用納付書も同封）は、4月上旬

に郵送します。
■学生納付特例の手続きはお早めに
　国民年金保険料の納付が困難な学生を対象に、
保険料の納付を猶予（延期）する学生納付特例制
度があります。新たに平成24年度からこの制度
の適用を受けようとする人は、5月末までに下記
のものを持参のうえ、市役所駅南庁舎保険年金課

（22番窓口）または、各総合支所市民福祉課で申
請をしてください（住所を市外においている場合
は、住所地の市町村役場で手続きしてください）。

必要なもの
・年金手帳または年金保険料納付書
・学生証または在学証明書（申請年度に発行のもの）

※本人以外が届け出する場合は、本人の印鑑と窓口
で手続きする人の身分証明書（免許証など）が必
要となります。

※特例期間は障害基礎年金などの受給資格対象期
間に算入されますが、年金受給額には反映され
ません。

問 鳥取年金事務所 0857-27-8311
	 駅南庁舎保険年金課 0857-20-3484

ワンポイ
ント

こ
と　

講
師
：
中な

か
じ
ま島

幸さ
ち

子こ

さ
ん（
N
P
O
法

人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
代
表
）、
西に

し
や
ま山

さ
つ
き
さ

ん（
N
P
O
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
副
代
表
）

対
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
人　

員
１
０
０
人　

料
無
料

※
満
1
歳
〜
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
幼
児
を

無
料
で
お
預
か
り
し
ま
す
。
申
し
込
み
時
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
定
員
10
人
先
着
順
。
託

児
申
し
込
み
期
限

：

5
月
1
日（
火
）

問
鳥
取
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
輝き

な
ん
せ
鳥
取
」

 

０
８
５
７-

24-

２
７
０
４

 

０
８
５
７-

20-

３
０
５
４

 danjyo@
city.tottori.lg.jp

鳥
取
市
若
者
会
議
メ
ン
バ
ー

容
本
市
の
魅
力
発
信
事
業
や
先
進
都
市
視

察
へ
の
参
加
、
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
の
グ

ル
ー
プ
会
議
な
ど　

▽
任
期
：
6
月
〜
平
成

26
月
3
月
（
予
定
）　

▽
会
議
の
開
催
：
月

1
回
程
度　

▽
報
酬
：
３
０
０
０
円
／
月

（
予
定
）　

条
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
〜

30
歳
の
人
（
平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
）　

※
高
校
生
除
く　

員
20
人
程
度
募
5
月
15

日
（
火
）
ま
で
に
、「
私
の
考
え
る
鳥
取
市

の
将
来
像
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
・
提
案
な
ど

を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
、
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

※
委
員
は
選
考
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
企
画
調
整
課

 

０
８
５
７-

20-

３
１
５
３

 

０
８
５
７-

21-

１
５
９
４

 kikaku@
city.tottori.lg.jp

大
人
の
初
心
者
カ
ヌ
ー
体
験
会

時
5
月
20
日
・
27
日
（
日
）
13:

30
〜

15:

30
（
全
2
回
）　
所
鳥
取
市
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
（
三
津
）　

対
大
人
（
カ
ヌ
ー

初
心
者
）　

※
健
康
で
あ
る
こ
と
　
員
各
15

人　

料
１
５
０
０
円
（
保
険
料
・
税
込
み
）

持
水
に
濡
れ
て
も
良
い
靴
、
着
替
え

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

問
鳥
取
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

 

０
８
５
７-

28-

５
２
５
９

小
型
除
雪
機
無
償
貸
与
制
度

容
除
雪
車
の
入
ら
な
い
市
道
や
歩
道
を
市

民
と
行
政
が
協
働
し
て
除
雪
作
業
を
行
う
た

め
に
小
型
除
雪
機
を
無
償
で
貸
与
す
る

募
本
庁
舎
2
階
道
路
課
に
設
置
し
て
い
る

申
込
書
に
住
所
、
団
体
名
、
代
表
者
氏
名
、

電
話
番
号
、
保
管
場
所
（
屋
内
）
の
住
所
を

明
記
の
う
え
、
除
雪
区
間
が
わ
か
る
地
図
を

添
付
し
、
持
参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
5
月
末
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま

で  

※
申
込
書
は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
本
庁
舎
道
路
課

 

０
８
５
７-

20-

３
２
６
１

 douro@
city.tottori.lg.jp
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情 報 ひ ろ ば
I n f o r m a t i o n

第35回鳥取市花のまつり
期　間　4月29月（日・祝）11:00〜16:00
ところ　国道53号線 若桜街道（歩行者天国）

（旧鳥取県物産観光センター前〜第二庁舎
前）
※雨天の場合、歩行者天国が中止となる
　場合があります。

内　容　路上イベント（花の催しコーナー、お茶席
コーナー、バザー、路上コンサート、各
種体験コーナーなど）、花の苗プレゼント

（15:30から若桜橋上で配布）
※雨天の場合は、同時刻に本庁舎玄関前
　で配布

問 鳥取市花と木のまつり実行委員会
 0857-20-3222

赤十字の活動にご協力を
　日本赤十字社は、世界186カ国に設立されてい
る赤十字社の1つとして、人道的任務を達成するこ
とを目的に活動しています。国内外の災害や紛争な
どにおいて、被災地での救護活動を行うとともに、
本市でも、罹災者へのお見舞い品の提供、救急法の
地域講習会への協力などを行っています。その活
動は、市民のみなさんからの資金提供で支えられて
います。

問 日赤鳥取県支部鳥取市地区（駅南庁舎高齢社会課内）
 0857-20-3451

日赤鳥取県支部  0857-22-4466

すずっこ踊り・しゃんしゃん
傘踊り参加連募集
申込受付期間　4月7日（土）〜5月7日（月）
※参加連申込書などは、下記ホームページからダウン

ロードできます。参加要項、参加規定などをご確認
ください。

しゃんしゃん祭開催日程
　8月11日（土）〜15日（水）

■すずっこ踊り
と　き　8月11日（土）19:00〜20:00（予定）
コース　若桜街道

■一斉傘踊り
と　き　8月14日（火）

【第1部】16:00〜18:15
【第2部】18:30〜21:00

コース　【第1部】若桜街道→駅前通り
【第2部】若桜街道→（駅前通り）→末広通
り→太平線通り→智頭街道→片原通り→
若桜街道

問 鳥取しゃんしゃん祭振興会（新町103）
 0857-26-0756  http://tottori-shanshan.jp

鳥取市民体育館スポーツ教室
受講生募集

教室名 日時 定員 参加費 講師

エアロビ＆
ストレッチ教室

5/14〜7/2
毎週月曜日（計8回）
10:00〜11:15

25 2300円
F
フ ィ ッ ト ネ ス

itness
J
ジ ャ ン グ ル

a-んぐる

関節らくらく
ヨガ体操教室

5/17〜7/12
毎週木曜日（計8回）
10:00〜11:15

25 2000円
F
フ ィ ッ ト ネ ス

itness
J
ジ ャ ン グ ル

a-んぐる

卓球教室
5/21〜7/9
毎週月曜日（計8回）
9:30〜11:30

20 2000円 鳥取市卓球
協会指導員

と こ ろ　鳥取市民体育館
内 　 容　基礎的な技術習得

服装など：運動しやすい服装・室内用
シューズ・ヨガマット・卓球教室は卓球
ラケットなど

対 　 象　一般男女（市内在住の18歳以上の人）
申し込み　4月4日（水）〜5月7日（月）までに受講

料をそえて、直接鳥取市民体育館まで。
※先着順、定員になり次第締め切り。※
日程など変更になる場合があります。

問 鳥取市民体育館（吉成三丁目1-1） 0857-24-5222

鳥取市ボランティア・
市民活動センターの案内
ところ　市民活動拠点アクティブとっとり会議室

（富安二丁目104-2 さざんか会館2階）
受講料　無料　※要予約

はじめてみませんか？ボランティア入門講座

と　き
4月5日（木）14:00〜15:15
4月14日（土）10:30〜11:45
4月20日（金）10:30〜11:45

内　容 ボランティアの基礎的知識、募集情報紹介、
NPOについてなど

市民活動のための助成金相談会

と　き 4月24日（火）13:30〜15:00
4月27日（金）18:30〜20:00

内　容 助成金の探し方、申請方法、助成金情報の紹介など

内 　 容　市民活動団体の公益的な活動に係る経費
の一部を助成

対 　 象　市民活動拠点アクティブとっとりに登録
し活動する市民活動団体

募集期間　4月10日（火）〜5月10日（木）
助 成 額　スタート型：上限10万円

ステップアップ型：上限20万円（ 助成
対象経費の4/5）

■事前説明会　と　き：4月6日（金）14:00〜
　　　　　　　ところ：アクティブとっとり会議室

問 鳥取市ボランティア・市民活動センター
 0857-29-2228
 http://www.tottoricity-syakyo.or.jp/tvc/

市民活動団体への助成
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情 報 ひ ろ ば
I n f o r m a t i o n

平成23年度 スポーツ表彰受賞者
　新たに以下の個人2人の受賞が決定しました（敬
称略）。

■スポーツ奨励賞（個人）

田
た

中
な か

絃
げ ん

斗
と

　　なぎなた　　福部小学校

平
ひ ら

田
た

朱
あ か

彌
ね

　　なぎなた　　国府東小学校

問 第二庁舎体育課  0857-20-3371

平成24年度 鳥取市民大学
（前期）受講生

期 間　5月〜9月
と こ ろ　文化センター（吉方温泉三丁目701）
対 象　市内に在住またはお勤めの人
定 員　100人 
受 講 料　無料　※ただし、現地研修など参加実費

をいただく場合があります。
申込期間　4月2日（月）～ 27日（金）
申込方法　電話・ファクシミリ・電子メール、もし

くは生涯学習課・各総合支所に配布して
いる募集要項からお申し込みください。

■国際理解講座日程　13:30 ～ 15:00

5月9日（水）　　　講師：ミヒャエル・シュルツさん
・ドイツの古城を訪ねて
5月15日（火）　　講師：中

なかむら

村弘
ひろ

子
こ

さん
・東アジアの英語教育とコミュニケーション不安
5月23日（水）　　講師：シニアボランティア

・海外ボランティアから得たもの
5月29日（火）　　講師：県国際交流員

・わたしの国を紹介します
6月12日（火）　　講師：青年海外協力隊員

・こんな経験、他ではできない！〜青年海外協力隊〜
6月20日（水）　　講師：ダニャチェウ・アキログさん

・日本における国際化の現状と課題
■市民健康講座日程　18:00 ～ 19:30

6月13日（水）　　講師：加
か

藤
とう

敏
とし

明
あき

さん
・元気で長生きをするための体づくり
6月18日（月）　　講師：鳥取市管理栄養士

・「食」と「命」のつながり
6月27日（水）　　講師：楢

ならさき

㟢晃
こう

史
じ

さん
・日本が危ない!?〜増え続ける糖尿病〜
7月4日（水）　　　講師：松

まつおか

岡 巳
み き こ

喜子さん
・知らない間に忍び寄る病〜生活習慣病に迫る〜
7月11日（水）　　講師：田

た じ め

治米 佳
か よ

世さん
・職場のメンタルヘルス対策
■郷土の歴史講座日程　18:00 ～ 19:30

7月17日（火）　　講師：鳥取市文化財専門員
・くらべてみよう！鳥取城跡今昔物語
7月23日（月）　　講師：鳥取市文化財専門員

・たしかめよう！ぶらり鳥取城下町歴史探訪
7月31日（火）　　講師：石

いし

井
い

伸
のぶひろ

宏さん
・山名氏と山陰地方
8月7日（火）　　　講師：田

た

中
なか

　仁
ひとし

さん
・安政元年10月24日の池

いけ

田
だ

慶
けいとく

徳と飯
いい

田
だ

秀
ひで

雄
お

8月20日（月）　　講師：木
き

谷
たに

清
きよひと

人さん
・鳥取に伝わる民芸品〜鳥取民藝美術館を訪ねて〜
※7月23日および8月20日の研修は、午後1時鳥

取市文化センター 出発、午後4時30分帰着を予
定しています。詳細は講座の中でご説明します。

※都合により、講師・内容に変更がある場合があります。

問 生涯学習センター（〒680-0841 吉方温泉三丁
目701鳥取市文化センター内 生涯学習課）

 0857-20-3362  0857-20-3364
 kyo-gakusyu@city.tottori.lg.jp

ホームゲームのお知らせ
ガイナーレ鳥取 2012

ホームゲームのお知らせ

試合日程 キックオフ 対戦相手

4 月 15 日（日） 16:00 ヴァンフォーレ甲府

4 月 27 日（金） 19:30 愛媛 FC

5 月 3 日（木・祝） 16:00 カターレ富山

問い合わせ先　株式会社 SC 鳥取  0857-30-3033

　各種イベント、スタジアムグルメブース（店舗）は、
キックオフ3時間前より開始

■ジオパークを新たなビジネスチャンスに！
　3 月 6 日（火）、とりぎん文化会館で、
観光・商工業者ら約 130 人を対象に、
ジオパークを活用したビジネス講習会
を開催しました。講師のＮＰＯ法人「た
じま海の学校」代表 今

い ま

井
い

学
まなぶ

さんは、「情
報があふれる今日、モノやサービスは、
それだけでは売れない。地域の " 物語 "
を加えることが必要で、ジオパークに
はそれができる！」と太鼓判を押されます。今井さんは
香美町で民宿を経営され、松葉ガニ、但馬牛、ハタハタな

どを組み合わせた「ジオ鍋」を開
発。地元の優れた食材に、一昨年、
世界ジオパークネットワークへの
加盟を果たした、山陰海岸ジオパー
クの " 世界 " の称号を加えた新たな
ビジネスの展開を図られています。
　「ジオパークの知名度は世界遺産

に比べてまだまだ低いが、関東地方の参入で今後飛躍的に
高まる可能性がある。民間が積極的にジオパークを活用す
ることで、観光・商工業者の目線でのジオパークにしてい
きたい」と抱負を語られました。

「ジオ鍋」

問い合わせ先　第二庁舎鳥取砂丘・ジオパーク推進室 0857-20-3036

シリーズ

山陰海岸ジオパークを楽しもう！
Vol.1　
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図書館だより
■中央図書館  0857-27-5182 開館時間 9:00 ～ 19:00

（土・日曜は 17:00 まで）
■気高図書館  0857-37-6036 開館時間 10:00 ～ 18:00
■用瀬図書館  0858-87-2702 開館時間 10:00 ～ 18:00
※休館日は、毎週火曜日、毎月最終の木曜日、祝日の

翌日（中央図書館は除く）

親子でいっしょに楽しむ講座（全5回）

と 　 き　第1回：5月13日（日）　14:00〜15:00
と こ ろ　中央図書館　多目的ホール
内 　 容　「太陽のおはなしと日食めがねをつくろう」
講 師　さじアストロパーク職員
対 　 象　5歳〜小学3年生の子どもとその保護者
定 　 員　25組　※要申し込み
申し込み　4月11日（水）〜 ※定員になり次第締め切り

鳥取大学・とっとり駅南教室 ☆講話とおしゃべり

と　き 講師と演題

第76回
4月7日（土）

鳥取大学・野村證券連携講座（全5回）
第1回 「マクロ経済・世界の投資環境」
講師：中

なかしま

嶋智
ともまさ

正さん
（野村證券ファイナンシャルアドバイザー）

第77回
4月21日（土）

鳥取大学・野村證券連携講座（全5回）
第2回 「債券投資」の基礎
講師：本

もとむら

村恵
けい

子
こ

さん
（野村證券ファイナンシャルアドバイザー）

時　間　13:30 〜 15:00
ところ　中央図書館　多目的ホール
定　員　40 人程度　※参加無料、申し込み不要

　全体的に交通手段の不便な鳥取県では、生活交
通の確保が大きな課題となっています。特に中山
間地域における通院や買い物などの不可欠なニー
ズに対応するための交通手段は極めて重要で、コ
ミュニティバスを含めたバス路線の維持は深刻な
問題ですが、多くのバス路線は不採算路線で、経
営上厳しい状態です。
　地域交通を考える上では、従来の枠組みにとら
われず、行政、地域住民、事業者、NPO などが主
体的に参画し、協働で地域のニーズや実情に応じ
た仕組みを作らなければなりません。本プロジェ
クト研究では、メンバーを2つのグループにわかれ、
利用者や事業者などさまざまな立場の方にインタ
ビューを行い、問題点、矛盾点、妥協点などを洗
い出し、解決策を考察しました。まとめた資料を
もとに、NPO や事業者などへ提言をしたいと思っ
ています。三方良しのシステムを見出すのは困難
か も し れ ま せ ん が、
多様性、柔軟性を持っ
て、地域社会の問題
として取り組んでい
くことが必要なので
はないでしょうか。

シリーズvol.42 鳥取環境大学

トピックス
TOPICS

問い合わせ先　企画広報課  0857-38-6704
 http://www.kankyo-u.ac.jp/  kikaku@kankyo-u.ac.jp

プロジェクト研究（平成23年度後期）
「地域交通について考える」

鳥取市役所へのインタビューの様子

リファーレンいなば
リサイクルファクトリー 4 月スケジュール

内容 日時 定員 費用

裂き織り 10日（火）、21日（土）
10:00〜15:00 4人 実費

絵手紙 11日（水）13:00〜15:00 10人 100円
ガラス絵 12日（木）10:00〜12:00 20人 実費
PPバンドかごづくり 13日（金）10:00〜15:00 10人 無料
余り布で
マイバッグ作り 18日（水）10:00〜15:00 10人 無料

健康布ぞうり 19日（木）10:00〜15:00 10人 100円
初めての木工工作
写真立て 24日（火）10:00〜12:00 10人 実費

※詳しくは、電話でお問い合わせください。上記
以外の体験講座や外部出張も行います。お気軽
にご相談ください。

申し込み・問い合わせ先
リファーレンいなば（伏野 2220）  0857-59-6026
（月曜日休館　※ただし月曜日が祝日の場合は翌日）

リファーレンいなば

※6月号に掲載を希望される人は、必要事項を記入し、4月13日
（金）までに、ハガキ、ファクシミリ（  0857-20-3056）または電子
メール（  shihou@city.tottori.lg.jp)で秘書課広報室まで。

紙面の都合により掲載できない場合があります。あらかじめご了承ください。

市民のみなさんの自主的
な活動をご紹介します。

鳥取一先会かな書展
時：4月20日（金）〜22日（日）／所：とりぎん文化会館展
示室／連：一先会鳥取支局長 山中  0857-27-6645

　B-1グランプリの会場案内と清掃ボランティアス
タッフを募集しております。
※交通費・報酬の支払はありません。
※本市在住の高校生以上の人に限ります

問 2012近畿・中国・四国B-1グランプリinTOTTORI
実行委員会事務局

 0857-39-8177

ボランティア募集B-1グ
ランプリ

B-1グ
ランプリ

28とっとり市報 2012.4



市民総合相談　　　  予約は  0857-20-3862まで
■市民総合相談センター（市役所駅南庁舎1階）【予約不要】
《くらし110番相談窓口》
内　容： 日常生活の中での疑問、困りごとなど（専門相談員応対）
と　き： 平日8:30〜17:15（面談・電話相談）  0857-20-4894

平日17:15〜22:00（電話相談）  090-8715-9280
土日祝日8:30〜22:00（電話相談）  090-8715-9280

※本庁舎でも毎週月・金曜日（13:00〜17:00）に面談相談を行います。

《消費生活相談窓口》
内　容： 訪問販売・通信販売・インターネットトラブル、多

重債務など、消費生活に関すること（専門相談員応対）
と　き： 平日8:30〜17:00（面談・電話相談）  0857-20-3863
問い合わせ先 駅南庁舎市民総合相談センター  0857-20-3862
■法律相談【電話予約制】
内　容： 法律全般（弁護士応対）
と　き： 5/15（火）・30（水）13:00〜16:00（定員各5人ずつ）
ところ： 駅南庁舎
予　約： 5/8（火）8:30〜（先着順、定員になり次第終了）
■公正証書作成、定款・私署証書の認証など相談【電話予約制】
内　容： 遺言や任意後見、不動産賃貸借、金銭貸借、離婚にとも

なう養育費・慰謝料の支払等契約などの公正証書作成
および私署証書の認証などに関すること（公証人応対）

と　き： 5/23（水）13:00〜16:00（定員5人）
ところ： 本庁舎
予　約： 5/21（月）17:15まで（先着順、定員になり次第終了）
■年金制度・労働・社会保険に関する相談【電話予約制】
内　容： 採用から退職までの労働および社会保険、老後の年金を

含む生活設計などに関すること（社会保険労務士応対）
と　き： 5/9（水）13:00〜16:00（定員5人）
ところ： 駅南庁舎
予　約： 5/2（水）17:15まで（先着順、定員になり次第終了）
■土地境界に関する相談【電話予約制】
内　容： 土地境界などに関すること（土地家屋調査士応対）
と　き： 5/17（木）13:00〜16:00（定員3人）
ところ： 駅南庁舎
予　約： 5/10（木）17:15まで（先着順、定員になり次第終了）
※上記相談以外にも、市役所各担当課で、人権、福祉、税、健康な

どの各種相談業務を随時行っています。お気軽にご相談ください。

女性なんでも相談
内　容： 法律（弁護士応対）、一般（人権・教育・健康など）
と　き： 法律＝5/7（月）13:00〜16:00

5/15（火）・25（金）9:00〜12:00
一般＝5/12（土）13:00〜15:00

ところ： 男女共同参画センター（西町二丁目福祉文化会館内）
予　約： 4/20（金）8:30〜　※電話などにて先着順

問い合わせ先 男女共同参画センター  0857-24-2704
行政相談
内　容： 国の仕事や手続き、サービスなど（行政相談委員応対）
と　き： 5/7（月）・9（水）・15（火）・28（月）13:30〜15:00
ところ： 5/7＝市役所駅南庁舎、5/9＝輝

き

なんせ鳥取、5/15＝さざ
んか会館、5/28＝トスク本店インフォメーションルーム

問い合わせ先 鳥取行政評価事務所  0857-24-5542
※鳥取行政評価事務所においても平日（8:30〜17:15）は毎日相談に応じています。

5 月無料相談 ※ 4 月分の無料相談は市報 3 月号を参照ください。

　「市民総合相談窓口」では、市民のみなさんが、本庁舎、駅南庁舎、各総合支所のどこにおいで
になられても迅速に相談をお受けできるよう、施設間にテレビ電話などを配置し、担当職員と直
接お話いただけるようにしています。そのほか、市役所各課から取り寄せた資料などをその場で
お渡しするなど、サービスの充実に努めています。

　保健師による無料相談会です。　※要予約

対　象：慢性じん不全により人工透析を受けている人、難
病患者やその家族

と　き：4月27日（金）14:00〜16:00（毎月第4金曜日）
ところ：駅南庁舎
内　容：日常生活・療養上の悩みや不安などの解決のお手伝い
予　約：4月24日（火）17:15までに電話で問い合わせ先まで
問い合わせ先　駅南庁舎障がい福祉課  0857-20-3475

じん臓疾患・難病患者相談会

　弁護士などの専門家による無料相談会です。　※要予約

と　き：4月19日（木）13:30〜16:00
ところ：県庁議会棟　会議室（東町一丁目）
問い合わせ先　県消費生活センター
　　　　　　　（県庁第二庁舎2階東部消費生活相談室）
	  0857-26-7605 0857-26-8144

多重債務・ヤミ金融など相談会

　不動産鑑定士による無料相談会です。　※当日受付

と　き：4月12日（木）13:00〜16:00
ところ：駅南庁舎
問い合わせ先　駅南庁舎市民総合相談センター
	  0857-20-3862

土地・建物の価格や賃料などに関する相談会

と　き：4月1日（日）10:00〜15:00  ※当日受付、先着順

ところ：気高図書館　2階会議室
内　容：相続・遺言、成年後見、農地転用、許認可申請、契約など

と　き：4月14日（土）10:30〜15:00　※当日受付、先着順

ところ：県立図書館　2階小研修室
内　容：相続・遺言、成年後見、交通事故後遺障害等級認定、

帰化・在留許可などの手続きなど
問い合わせ先　鳥取県行政書士会事務局  0857-24-2744

行政書士無料相談

と　き：4月27日（金）、5月24日（木）13:30〜16:00
ところ：駅南庁舎1階入口ホール（日本海新聞社側）
内　容：植物に関する疑問、管理・育成など
問い合わせ先　県造園建設業協会東部支部  0857-24-5221

緑の相談

と　き：4月20日（金）、5月20日（日）13:00〜16:00
ところ：さざんか会館
内　容：人権問題全般（人権擁護委員応対）
問い合わせ先　鳥取地方法務局人権擁護課  0857-22-2289
※法務局においても平日（8:30〜17:15）は毎日相談に応じて
　います。

特設人権相談
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わらべ館 西町三丁目 202
 0857-22-7070

4月の休館日　18日（水）
入館料：一般500円、高校生以下無料

※4月28日（土）〜5月6日（日）は午後6時まで開館延長

うきうきタイム
　童謡メドレーや春のパネルシアター、絵本もあるよ！
と　き　4月4日（水）14:00〜14:30　※要入館料

えいがの時間 影絵「ブレーメンの音楽隊」他2編
　藤

ふ じ し ろ

城清
せ い

治
じ

の美しく楽しい影絵の音楽劇。
と　き　4月7日（土）①11:00〜　②15:30〜
※参加無料、申し込み受付中

おもちゃづくり体験（春編・通常編・GW編）
　4月から年間を通して土曜日開催が増えます。
と　き　開催中〜4月8日（日）、28日（土）〜5月6

日（日）、その他の土・日
9:00〜17:00（最終受付16:00）

※要入館料・キット代

唱歌教室
　4月から年間を通して毎週土曜日に開催します。
と　き　4月毎週土曜日①13:30〜　②15:00〜
※要入館料

わいわいボードゲーム
と　き　4月11日（水）15:00〜16:00　※要入館料

にじいろコンサート
フロイライン・スプリングコンサート
と　き　4月15日（日）14:00〜
曲　目　童謡・唱歌メドレーや「ジュピター」他
※参加無料

あおぞらフリーマーケット
　掘り出し物が見つかるかも！
と　き　4月21日（土）、22日（日）10:00〜14:00
※参加無料、荒天中止

紙芝居劇場
　なつかしの街頭紙芝居！
と　き　4月28日（土）・30日（月・祝）、5月3日（木・

祝）・4日（金・祝）・6日（日）
①11:00〜 ②12:00〜 ③14:00〜 ④15:30〜

※参加無料

・楽しい紙芝居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　1・8日（日）14:00〜14:30

・昔あそび・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　7日（土）14:00〜15:00

・おもちゃワールド（春まつり編）・・・・・・・・・・・・

　14日（土）〜5月6日（日）9:00〜17:00

・おもちゃの病院・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　22日（日）10:00〜15:00（最終受付14:00）、先着20件

・光と影のおもちゃ体験・・・・・・・・・・・・・・・・

　29日（日・祝）①10:00〜 ②11:30〜 ③13:30〜 ④15:00〜

因幡万葉歴史館 国府町町屋 726
 0857-26-1780

4月の休館日　2・9（月）
入館料　一般500円、高校生以下・65歳以上無料

初公開！因幡の過去と未来の扉が今開く
創建1360年 宇倍神社所蔵 歴代天皇肖像画と宝物展
　因幡国一宮として、古来より崇敬され続けた宇倍
神社の宝物を初公開いたします。
と　き　4月14日（土）〜5月6日（日）
　　　　※会期中は休まず開館します。
ところ　因幡万葉歴史館　展示室　※要入館料

さじアストロパーク 佐治町高山 1071-1
 0858-89-1011

4月の休館日　2・9・16（月）、17（火）、23（月）
入館料　一般300円、高校生以下・65歳以上無料

第19回 因幡の国の星まつり
　季節の良い時期に星をゆったりと楽しんでいただ
くとともに、佐治の自然を使ったメニューや星空観
察会などを行います。その他、プラネタリウムや各
種出し物なども行います。
と　き　4月28日（土）16:00〜21:00（予定）
参加費　一般600円、高校生以下300円（200円の星

まつりお買い物券付き）

「5月21日の日食を見逃すな」日食事前学習会
　5月21日に、鳥取では125年ぶりとなる大きな部
分日食が起こります。日食が起こる仕組みや観察の
仕方などを専門職員が解説します。
と　き　4月7日（土）、8日（日）、14日（土）、15日（日）、

21日（土）、22日（日）
いずれも15:15〜15:45

※要入館料

星空観察会
　103㌢大型望遠鏡を使い星空観察会を行っていま
す。4月の見どころは「火星、ふたご座の星カストル、
爆発銀河M82、星の集まりM67」です。
と　き　土曜日20:00〜、21:00〜

土曜日以外20:00〜
※休館日以外の晴天時は観察会を実施しています。

参加費　一般600円、65歳以上・高校生300円、小・
中学生200円（入館料・観望料として）

※雨天曇天時は、プラネタリウムの投影に変更します。
※団体貸し切りなどで開始時刻が上記と変わる場合が
　あります。詳しくはホームページでご確認ください。

視聴覚ライブラリー 吉方温泉三丁目 701
 0857-20-3362

ふるさとの映像を見る会
と　き　4月19日（木）10:00〜、14:00〜
内　容　はばたけ森下広一
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※イベントの名称などを省略しているものもあります。

仁風閣・宝扇庵 東町二丁目 121
 0857-26-3595

4月の休館日　2・9・16・23（月）
入館料　一般150円、小中高校生・65歳以上無料

ガーデン和カフェ　仁風
　好評につき、今年も「和カフェ」をオープンします。毎
月第3日曜日は仁風閣裏庭へ気軽にお立ち寄りください。
と 　 き　4月15日（日）、5月20日（日）、
	 6月17日（日）、7月15日（日）、
	 8月19日（日）、9月16日（日）、
	 10月21日（日）、11月18日（日）
	 いずれも11:00〜16:00
と こ ろ　仁風閣裏庭の茶室（宝扇庵）
メニュー　抹茶一服500円（菓子付き）

　10 月〜3 月分については 5 月号に掲載予定です。
　なお、イベントによっては日程などが変更、中止になる場合
もありますのでご注意ください。

問い合わせ先　本庁舎企画調整課  0857-20-3153

月 日・イベント名

4
月

▶1日…鹿野往来マラソン　▶8日…鳥取砂丘一斉清掃
▶上旬…ふるさと鳥取桜まつり　▶上旬〜中旬…桜まつり
▶14日〜1月6日…砂の美術館第5期展示　▶14・15日…鹿野祭り
▶21・22・29日…第46回鳥取市サッカー祭（4種）兼第10回エ
　クアドルカップサッカー大会
▶22日…第36回こどもまつり　▶29日…鳥取市花のまつり
▶29日…春の鹿野ええもん市
▶下旬〜10月中旬の土・日・祝日（40日間）…鳥取砂丘・山陰海
　岸ジオパークのデジタルミュージアム

5
月

▶3・4日…第46回鳥取市サッカー祭（3種）兼第10回エクアド
　ルカップサッカー大会
▶3・4・5日（予備日）…平成24年度鳥取市スポーツ少年団軟式
　野球交流大会
▶19・20日…聖神社神幸祭 行列祭り　▶20日…鳥取地域一斉清掃
▶20日…第25回もちがせ流しびなマラニック大会
▶27日…第35回鳥取市・姫路市姉妹都市親善スポーツ交歓大会
▶27日…鳥取市立中央図書館（市民図書館）開館30周年記念式典、記念講演会
▶27日…国府マスつりフェスタ2012
▶29日…金婚・ダイヤモンド婚祝賀事業（鳥取・国府・福部）
▶30日…金婚・ダイヤモンド婚祝賀事業（河原・用瀬・佐治・気高・
　鹿野・青谷）
▶下旬…第32回ふれあい広場

6
月

▶2日…雨滝「滝開き祭」　
▶2・3日…重要無形民俗文化財「因幡のしょうぶ綱引」
▶3日…鳥取市民音楽祭　▶3日…雨滝「滝開き祭」
▶3日…第20回リサイクルフェスティバル
▶9・10日…2012近畿・中国・四国B-1グランプリ in TOTTORI
▶10日…第18回吉岡温泉ホタルまつり
▶10日…市民体育祭（相撲競技）　▶上旬…千代川市民一斉清掃
▶14日〜16日…きのこ王国とっとりけんフェスティバル
▶17日…市民体育祭（ 総合開会式、卓球、ソフトテニス、柔道、剣道競技）
▶中旬…鳴り砂クリーン作戦
▶24日〜7月1日…第51回鳥取市民美術展
▶24日…市民体育祭（ゲートボール、グラウンド・ゴルフ、ソフ
　トボール、バドミントン、弓道競技）
▶下旬〜7月上旬…第5回城下町しかの蓮ウォーク　▶下旬…わくわく南
▶6月頃〜9月中旬、1・2月毎週土曜日（18回）…四季の多鯰ヶ
　池を楽しむカヌー

7
月

▶1日…市民体育祭（男女バレーボール、テニス競技）
▶7日…扇の山「山開き祭」　▶8日…市民体育祭（バスケットボール競技）
▶9〜30日…第21回風紋広場青い鳥コンサート
▶中旬…潮風を受けてカヌーにのろう
▶中旬…鳥取・賀露みなとオアシス夏まつり2012！
▶20日〜8月20日…和紙灯ろう設置
▶22日…市民体育祭（水泳競技）　▶29日…市民体育祭（ペタンク競技）
▶下旬〜9月上旬…鳥取砂丘ボランティア除草
▶下旬…用瀬町夏の川遊びフェスティバル　▶下旬…あおや夏まつり
▶下旬…鳴り砂の浜ビーチフェスタ
▶下旬…夏休みこども水道教室

8
月

▶1日…白兎まつり2012　▶3・4日…貝がら節祭り
▶4日…第34回河原町あゆ祭　▶4日…鹿野町夏まつり
▶5日…第24回砂浜ビーチ砂もり大会
▶5日…市民体育祭（軟式野球競技）　▶上旬…市民体育祭（ボート競技）
▶上旬…日本海をヨットでクルージング
▶11〜15日…第48回鳥取しゃんしゃん祭
▶15日…第59回市民納涼花火大会　▶13日…いんしゅう鹿野盆踊り
▶26日、10月下旬〜11月上旬…山陰海岸ジオパーク鳥取砂丘フェア
▶下旬…市民総スポーツまつり運動 グラウンドゴルフ大会
▶下旬…千代川フェスティバル　▶下旬…ふれあいフェスティバル

9
月

▶8・9日…鳥取城フォーラム（仮称）　▶15日〜…敬老祝賀事業
▶15〜16日…鳥取大砂丘第8回全日本サンドボード選手権大会
▶22日…池田家墓所灯篭会
▶23日…クルーズ客船「ぱしふぃっくびいなす」寄港歓迎イベント
▶23日…第23回鳥取市スポーツ・レクリエーション祭
▶25日…第39回人権尊重社会を実現する鳥取市民集会
▶30日…第20回女と男とのハーモニーフェスタ
▶下旬〜10月頃…第2回鳥取砂丘ALLSTARZ駅伝
▶下旬…もちがせの月を愛でる会
▶下旬〜10月中旬…第26回鹿野ミュージカル
▶下旬…日中韓高校生国際シンポジウム
▶鳥取砂丘一斉清掃　▶全国都市緑化とっとりフェア1年前祭

平成24年度 鳥取市イベント情報（4月〜9月）

パレットとっとり
市民交流ホール

弥生町 323-1
 0857-39-2555

パレットとっとり7周年記念イベント〜鳥取JAZZ〜
と　き　4月14日（土）11:00〜16:00　※入場無料

フォークレボリューション vol.23
と　き　4月29日（日）17:30〜21:00
入場料　1000円（1ドリンク付き）
	 ※チケット販売あり（市民交流ホールで販売中）

文化センター
（文化ホール・こども科学館）

吉方温泉三丁目 701
 0857-27-5181

平成 24 年度 こども科学館教室生徒募集
内 　 容　科学、アート、陶芸、マジック、パソコン、

体験教室など
対 　 象　本市在住の小・中学生
募集期間　4月9日（月）〜5月1日（火）
※詳しくは問い合わせ先まで

第 37 回 鳥取こどもまつり
と　き　4月22日（日）10:00〜15:00

※悪天候時は4月29日（日）に延期
ところ　森林公園とっとり出合いの森（桂見）

※JR鳥取駅南口・お花畑ゾーン・鳥取ガス
駐車場から無料シャトルバスを運行しま
す。駐車場に限りがあるため、自家用車
のご利用はなるべくご遠慮ください。

内　容　野外のレクリエーションならびに観察体験、
各種モノづくり、ダンスパフォーマンス、い
なば屋台村の飲食コーナーなど

　
■文化センター　展示ホール
　 ▽春の椿展
　　4月7日（土）9:00〜17:00、8日（日）9:00〜15:00

鳥取椿の会（池本）  0857-23-7955
■文化ホール
　 ▽第25回ヴォーカルコンサート
　　4月22日（日）14:00〜16:00

桜声会（平野）  0857-24-4336
問い合わせ先　鳥取市文化団体協議会
	  0857-20-0515（水・土・日曜日は除く）

　市 民 文 化 祭  4 月開催
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〒 680-8571 市役所本庁舎秘書課広報室
　 0857-20-3132　 0857-20-3056
　  kouhou@city.tottori.lg.jp

古紙配合率 100%再生紙を使用しています

◆9年間の義務教育を終え、４月から高校生にな
る我が娘。そして、毎日のお弁当作りが始まる母。
今、しみじみと学校給食のありがたさが身にしみ
ます。地元の食材を使い、温かくておいしくて安
く、栄養バランスも良い給食って本当に素晴らし
いですね。給食に携わる皆さんに感謝、感謝です。
これからも未来を担う子どもたちのために、栄養
たっぷりの給食をよろしくお願いします。（hi）
◆子どもたちが何かに真剣に取り組む姿が好き
です。遊びやものづくりなど、何にでも素直な
気持ちで挑戦。上手くいかずに難しい顔をしてい
ても、パッと明るくなる瞬間があります。その「で
きた」、「やった」という表情を逃さないよう必死
です。取材先で、快く撮影に応じてくださるみな
さま、いつもありがとうございます。よい写真が
載せられるよう頑張ります。<℡>

気高町

奥
おく

沢
ぞう

見
み

集落の「ホンモロコ」
　奥沢見集落では、年々増加している耕作放棄地の減少
を図るとともに、集落の新たな特産物を生み出すため、平
成23年度に市の「輝く中山間地域創出モデル事業」を活用
し、休耕田を利用した養殖池でホンモロコの養殖実験に取
り組みました。
　ホンモロコは、日本産コイ科魚類中、特に美味と言われ
ており、塩焼き、煮物、天ぷらなどが人気で、京都市内の
料亭などへ高値で取引されています。
　昨年6月に放流した稚魚は2㍉ほどでしたが、10月に
は体長8㌢ほどに成長し、約120㌕も収穫されました。収
穫後には、早速、煮物と唐揚げにし、肉厚で上品な味のホ
ンモロコを満喫して、収穫の喜びを皆で分かち合いまし

た。
　そのほかに取り組ん
でいる「ホタルの里づ
くり」とともに、今後、
これらが集落活性化の
起爆剤となることを
願っています。

-

読者プレゼント

応募方法　ハガキまたは電子メ
ールに住所・氏名・電話番号・年
齢を明記のうえ、「とっとり市報」
を読んだ感想やご意見を添えて
右記までお送りください。
※同じ名前での応募は 1 通として

受け付けます。
締切 4 月 20 日（金）（当日消印有効）

応募先 〒 680-8571 鳥取市役所秘書課広報室
　　　 shihou@city.tottori.lg.jp
　　　「とっとり市報読者プレゼント」係
※本市ホームページからもご応募いただけます（トップ

ページの「市政と広報」から入ります）。
※当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募されたみなさんの個人情報は、プレゼントの発送

にのみ使用します。

「とっとり市報」へのご意見、ご感想をお寄せください。
抽選で 5 名様にプレゼントします。

国民宿舎 山
さん

紫
し

苑
えん

 入浴券（２枚）
　鹿野町にある国民宿舎山紫苑には、庭園露天
風呂、展望風呂、大浴場があります。源泉かけ
流しの天然温泉で、通称「おんな湯」といわれ
るほど肌にやさしく、ツヤツヤ感が得られる泉
質として好評です。

【賞品提供】（株）ふるさと鹿野〈国民宿舎山紫苑〉
                 0857-84-2211
HP アドレス http://www.sanshien.jp

読者プレゼント

輝
く
中
山
間
地
域
シ
リ
ー
ズ
1    

問い合わせ先 気高町総合支所地域振興課
0857-82-0011

山紫苑 庭園露天風呂

作業風景

①	長芋は皮をむいてすりおろす。れんこんは皮をむき、半分を粗
みじんに、残りはすりおろしてザルに入れ、余分な水気を切る。
にんじんはすりおろして軽く水気を切る。

② 卵は卵黄と卵白に分け、卵白は塩を加えて八分立てにする。
③ ボウルに長芋・れんこん・小麦粉・卵黄を入れて混ぜる。その

中に②の卵白を入れてさっくりと混ぜ合わせる。
④ ③を２つに分け、片方ににんじんのすりおろしを加える。
⑤ ④の生地をそれぞれ４等分にし、フライパンに油をいれ、④の

２種類の生地を２回に分けて、両面きつね色に焼く。
⑥ ⑤を一人２個ずつ盛り付け、しょうゆを塗り、かつお節と青の

りを散らす。
⑦  白ねぎは４cmの長さに切って焼き、ミニトマトもヘタを取っ

て軽く焼く。器に⑥と一緒に彩りよく盛り付ける。

簡単にできる芋メニューの一品を、 
8 回シリーズで紹介します。

食生活改善推進員連絡協議会 国府支部 食し
ょ
く

芋メニュー編 Vol.4
長芋とれんこんのふっくら焼き

一口メモ…れんこんを粗みじん
とすりおろして入れることで、
シャキシャキと歯ごたえがよく、
味わいにも深みが増します。

1
人
分

エネルギー 298kcal
たんぱく質 7.9g
脂質 9.0g
塩分 1.3g

《食育コーナー》春です。季節の変わり目、体調の崩れやすい時
　　　　　　 期ですが、栄養のバランスのとれた食事を心がけ、
                   元気な毎日を過ごしましょう。

材料（４人分）
長芋 200g しょうゆ 大さじ1
れんこん 200g かつお節 適量
にんじん 80g 青のり 適量
小麦粉 大さじ2 《付け合わせ》
卵 2個 　ミニトマト 8個
塩（卵白用） 小さじ1/2 　白ネギ（４㎝） 8本
サラダ油 大さじ2
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